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25th 
 Anniversary

２

サンドクラフト in みたね

すな吉くんの

応募総数120点の中から、厳正なる審査の結果、次の方がたが入賞されました。

大人の部
応募46点

L i b e r a t e！
ペンネーム

tama（富岡）

　毎年サンドクラフト会場に足を
運び、ほのぼのした作品から神業
の作品まで鑑賞し、楽しませて
もらっています。今年は、ちょ
うど夕暮れ時の会場を訪れ、「開
放」の後ろから夕日が差し込んで
くる、神々しい風景に出会いまし
た。来年はイベントができますよ
うに！

結果発表

最 優 秀 賞

セ界のトラ
ペンネーム　カーランサース（鯉川北）

委員長特別賞 佳 作
灯りをめざして

ペンネーム　ゆっきー（鵜川）

優 秀 賞
新たなる開放

ペンネーム　パピコ（大曲）
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夜の開放

佐々木咲
さ ら

良（大曲）

いつまでも光輝く
ペンネーム　あおいろ（川尻）

いろんないろで、かわいくしたよ♡
熊谷　咲

そ ら
愛（森岳保育園）

かっこよく  ぬれたよ！
佐々木琳

り く
久（森岳保育園）

　今年はぬりえ２回目の挑戦です。
わたしの塗った作品タイトルには、
コロナ禍からの開放という願いも
込められています。

子どもの部

最 優 秀 賞

海と日本プロジェクト賞 佳 作 優 秀 賞

応募74点

受賞作品のほか、上位15作品を
展示します。
 会場　砂丘温泉ゆめろん
 期間　11月１日～12月31日

ぜひ、ご覧ください♪

　今年もたくさんのご応募ありがとうございました。
　応募総数は昨年を上回り、たくさんの優れたアイディアや
技術に審査員も目を見張りました。25周年を迎えた今年は、
竹あかりやライブ配信など、新しいことへの挑戦の１年でした。
　また来年、魅力的なサンドクラフトとなるよう準備して参
ります。来年も素敵な砂像と出会えますように。

サンドクラフト実行委員会
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令
和
元
年
度
、
町
の
公
共

交
通
再
編
が
本
格
的
に
動
き

出
し
ま
し
た
。

　

町
の
公
共
交
通
再
編
に
あ

た
り
、
地
域
の
移
動
手
段
と

し
て
検
討
さ
れ
た
の
が
「
住

民
共
助
に
よ
る
バ
ス
運
行
」

で
し
た
。
町
内
の
旧
小
学
校
区
ご

と
に
住
民
に
よ
る
バ
ス
運
行
体
制

を
構
築
し
、
令
和
元
年
10
月
か
ら

巡
回
・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
実
証
運

行
が
始
ま
り
、
９
月
30
日
を
も
っ

て
、
２
年
間
の
実
証
運
行
期
間
が

終
了
し
、
期
間
中
は
た
く
さ
ん
の

方
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
、
４
回
の
時
刻
表

改
正
が
行
わ
れ
、
運
行
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
各
集
落
の
中
ま
で
バ

ス
が
運
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
地

区
や
温
泉
施
設
に
行
く
便
、
買
い

物
に
利
用
さ
れ
る
便
、
利
用
者
の

要
望
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
運
行

区
域
を
拡
大
さ
せ
た
地
区
な
ど
、

少
し
ず
つ
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

10
月
１
日
か
ら
本
格
運
行
に
切

り
替
わ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
住

民
の
生
活
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ

て
、
町
の
公
共
交
通
も
よ
り
便
利

に
利
用
で
き
る
よ
う
改
善
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
、「
い
つ
で
も
」、「
い

つ
ま
で
も
」、「
誰
も
が
気
軽
に
」

利
用
で
き
る
持
続
可
能
な
公
共
交

通
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

２年目１年目
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平均乗車人数　・１年目　 98人／日
　　　　　　　・２年目　110人／日

令和３年10月１日　本格運行スタート！

み た ね バ
ス

だよりみ た ね バ ス
だより

２年間の実証運行を振り返る！
延べ50,037人が利用
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累計３万人突破

累計４万人突破

累計５万人突破

実証運行１年目が終了

２年間の実証運行が終了

実
証
運
行
期
間
中
の

利
用
状
況

・
１
年
目
小
計

　
（
令
和
元
年
10
月
～
令
和
２
年
９
月
）

　

累
計
利
用
者　

２
万
３
４
１
２
人

・
２
年
目
小
計

　
（
令
和
２
年
10
月
～
令
和
３
年
９
月
）

　

累
計
利
用
者　

２
万
６
６
２
５
人

・
２
年
間
合
計

　

累
計
利
用
者　

５
万
37
人

・
１
日
平
均
利
用
者
数

　

１
０
４
人
／
日
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▲出発式（令和元年９月27日）

▲町長らが試乗（令和２年２月６日）

▲バス運行についての打ち合わせ
　（令和元年11月15日）

▲五郎の家（え）前を通過するバス（令和２年10月５日）

◆
浜
口
地
区

　

住
民
共
助
運
行
の
取
り
組
み
と
し
て

注
目
さ
れ
な
が
ら
、
浜
口
地
区
の
移
動

手
段
と
し
て
、
事
故
な
く
２
年
間
の
実

証
運
行
期
間
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
マ
ス
ク
着
用
や
消
毒

な
ど
、
運
転
以
外
で
も
緊
張
す
る
日
が

続
き
ま
し
た
。
10
月
か
ら
本
格
運
行
に

な
り
ま
し
た
が
１
日
も
早
く
、
マ
ス
ク
の

下
の
笑
顔
が
見
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

安
心
安
全
な
運
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
上
岩
川
地
区

　

ぼ
ん
じ
ゅ
ー
る
号
も
運
行
開
始
か
ら

２
年
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
元
お

天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
の
渡
辺
博
栄
さ
ん
に

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の

方
が
た
と
の
ふ
れ
あ
い
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
都
合
で
ド
ラ
イ
バ
ー

の
職
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

房
住
の
山
の
よ
う
に
、
ぼ
ん
じ
ゅ
ー
る

号
は
元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

◆
下
岩
川
地
区

　

運
行
に
向
け
て
準
備
す
る
際
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

思
い
あ
た
る
方
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
か
ら
快
諾
を
得
て
、
11
人
が
有
償

運
送
運
転
者
講
習
を
受
講
し
、
養
助
号

を
運
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現

在
は
２
人
体
制
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
と
利
用
者
の
関
係
が
良

く
、
利
用
者
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
が
事

務
局
に
届
い
た
こ
と
も
あ
り
、メ
ン
バ
ー

全
員
で
喜
び
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て

の
運
行
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◆
鹿
渡
地
区

　

は
じ
め
の
頃
は
、
月
数
十
人
だ
っ
た

利
用
者
が
、
運
行
ル
ー
ト
や
時
刻
表
な

ど
を
検
討
し
、
２
年
が
過
ぎ
た
現
在
で

は
、
月
１
０
０
人
を
超
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
利
用
者
も
バ
ス
の
乗
り
継

ぎ
を
し
た
り
し
て
、
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
が
利
用
し
や
す

い
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
を
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
鵜
川
地
区

　

早
い
も
の
で
、
運
行
開
始
か
ら
２
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
毎
日
の
経
験
か
ら
、

苦
労
や
新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
、
試
行

錯
誤
の
日
々
で
し
た
。

　

現
在
は
、
利
用
者
も
多
く
な
り
、
バ

ス
路
を
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
冬
場
に
な
り
試
練

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
特
に
、
吹

き
だ
ま
り
や
除
雪
後
の
ツ
ル
ツ
ル
路
面

に
注
意
し
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
す
。

◆
鯉
川
地
区

　

鯉
川
地
区
は
、
以
前
か
ら
町
民
バ
ス

を
運
行
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
利
用

者
の
方
が
た
も
乗
り
方
に
慣
れ
て
い
て
、

ス
ム
ー
ズ
な
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

初
め
て
の
経
験
に
最
初
は
緊
張
し
て

い
た
運
転
手
も
徐
々
に
慣
れ
、
今
は
笑

顔
で
の
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
運
転
に
努
め
、
地
域
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
森
岳
地
区

　

２
年
前
、
行
政
と
住
民
共
助
団
体
、

そ
し
て
民
間
事
業
者
が
共
に
協
力
す
る

こ
と
で
始
ま
っ
た
こ
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス

事
業
で
し
た
。
無
事
、
本
格
運
行
を
迎

え
ら
れ
う
れ
し
く
思
う
と
と
も
に
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
も
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
バ
ス
が
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
を

支
え
る
公
共
交
通
手
段
と
し
て
み
な
さ

ん
の
希
望
と
な
る
よ
う
尽
力
し
、
地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
巡
回
バ
ス

　

２
年
間
、
無
事
故
で
安
全
に
運
行
で

き
た
こ
と
が
何
よ
り
で
す
。ま
た
、日
々

利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
か
ら
「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ

と
が
励
み
で
す
。

　

今
後
も
、
安
全
運
行
を
第
一
に
心
が

け
、
み
な
さ
ん
よ
り
安
全
で
信
頼
い
た

だ
け
る
巡
回
バ
ス
で
あ
り
続
け
る
こ
と

を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

住民共助 この２年間を振り返って

広報 みたね
mitane town

5



私にできる、家庭でできるＳＤＧｓ
　　　普段の生活の中にＳＤＧｓにつながる意識や

行動がたくさんあります
三種町はSDGsの目標達成に向けて取り組んでいます！

　SDGsは、世界が直面する様ざまな課題に対し、2030年までに世界が一丸となって取り組むための目標です。
　「誰一人取り残さない」という理念のもと、17の目標（ゴール）と169のターゲットが設定されています。目標とター
ゲットには、私たちだけでなく、子や孫、そしてその先の世代が、地球に暮らし続けるために取り組まなければなら
ないことが詰まっています。今月は、目標13～17までの内容についてお知らせします。

　人間の活動によりもたらされた温室効果ガスの排出は、温暖化を進め、気候変動を助長し
ています。地球温暖化による被害は深刻で、今、対策を取らなければ温暖化がさらに進み、
私たちの生命を脅かすことになります。

気候変動とその影響を軽減するための緊急対策を講じる

考えてみましょう！
　大気中の二酸化炭素が増えると地表の温度が上昇することをコンピューターを使い、世界
で初めて数値で示した真鍋淑郎さんがノーベル物理学賞を受賞しました。
　気候変動は私たちの生活にどう影響しているのでしょう？

気候変動に具体的な対策を目標13

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する
　生命の源として様ざまな天然資源を与えてくれるだけでなく、観光資源としても優れた海
を守っていくことを目標にしています。ゴミによる海洋汚染や魚介類の乱獲防止など、適切
な資源管理が必要です。

　海が汚染される原因は何でしょう？
　魚を食べ続けるためにはどうしたらいいでしょう？

考えてみましょう！

海の豊かさを守ろう目標14

　私たちは、陸上の自然や生物から多くの恩恵を受けてきましたが、森林は減少を続け、陸
上の生態系が危機に陥っています。森林を保護して砂漠化を止めたり、絶滅危惧種を保護し
たり、陸の豊かさを守ることが求められています。

陸上生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、森林の持続可能な管理、砂
漠化への対処、土地の劣化の阻止・回復および生物多様性の損失を阻止する

考えてみましょう！
　砂漠化を止めるために、できることは何でしょう？生物多様性って何だろう？

陸の豊かさも守ろう目標15

　誰もが安心して暮らすためには、暴力や虐待のない平和な社会づくり、法によって守られ
る公正な社会づくりが求められます。

持続可能な開発に向けて平和で包括的な社会を推進し、すべての人びとに司法へのアクセス
を提供するとともにあらゆるレベルにおいて効果的で責任のある包括的な制度を構築する

考えてみましょう！
　戦争やテロリズムはなぜなくならないのでしょう？
　法律はなぜ必要なのでしょう？

平和と公正をすべての人に目標16

　SDGsは、世界中の国が協力しなければ達成できません。また、国だけでなく、世界中の
企業、団体、個人など、様ざまな立場の人がパートナーシップを組み、積極的に参加するこ
とが大切です。

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パー
トナーシップを活性化する

考えてみましょう！
　自分の行動は世界にどうつながっているのでしょう？
　目標を達成するために、自分にできることは何でしょう？

パートナーシップで目標を達成しよう目標17

　県では、官民一体となってSDGsを原動力とした持続可能な地域社会を目指すため、目標達成に向けた取り組み
を実施している企業や団体の登録を開始しました。登録の要件やメリット等については、県のホームページをご確
認いただくか担当部署へお問い合わせください。

◆問い合わせ先　秋田県あきた未来創造部　あきた未来戦略課　☎018－860－1232

秋田県SDGsパートナー登録制度

令和３年11月 6



クアオルトコーナー ◆申し込み・問い合わせ先
　企画政策課　クアオルト推進係　☎85－4822

　これからの時期、寒くなると外出する機会が減少し運動不足になりがちです。この機会に、早朝ウオーキングに参
加し運動不足解消に努めてみてはいかがでしょうか。早朝ウオーキングは、次の２コースで毎日行われていますので、
お気軽にご参加ください。（早朝ウオーキングに参加するとクアオルトポイントの対象となります！）

11月より早朝ウオーキングの開始時間が７時に変更となります！

惣三郎沼公園コース

集合場所：森岳温泉ゆうぱる玄関前

琴丘クアの古道コース

集合場所：ことおか中央公園駐車場

　日中ウオーキングや運動教室などに参加される方は、当日必ず検温してください。
　また、咳や鼻水が出る、熱や頭痛があるなど普段の体調と比べ違和感がある方は、参加できませんのでご注意
ください。
※荒天などにより予定が変更となる場合があるので、参加される方はクアオルト推進係までご確認をお願いします。

クアオルト事業に参加される方へのお願い••••••• •••••••

　毎月、ガイド付きクアオルト健康ウオーキングを無料
で体験できる日中ウオーキングを実施しています。11
月は、次のとおり実施予定です。
　この機会に普段の生活でも取り入れられる「気候性地
形療法」を体験し、毎日の健康づくりにお役立てください。

日中ウオーキングのお知らせ

⃝日　　時　11月14日　９時スタート
⃝集合場所　ことおか中央公園駐車場
⃝コ ー ス　琴丘クアの古道コース
⃝日　　時　11月28日　９時スタート
⃝集合場所　石倉山公園管理棟
⃝コ ー ス　森岳温泉石倉山コース

１

２

※運動できる服装、スニーカー、飲み物、タオル、帽子、
　熊よけの鈴、雨具、マスクなどをご用意ください。

月
「体組成計・足圧バランス計」

測　定　日11
とき：11月18日（木）
　　　10時～11時30分

ところ：ゆめろん　２階
　　　　クアオルト運動室

⃝毎月第３木曜日に開催しています。
⃝申し込みは不要ですが、入館料が必要です。
⃝�ペースメーカーを使用さ
れている方はご利用でき
ません。
⃝裸足で測定します。
　�（ストッキングやタイツ
不可）

　ゆめろんへの入館料（500円）は個人
負担となります。ゆめろんフロントで、
参加教室名とお名前をお伝えのうえ、入
館料をお支払いください。
　参加申し込みをした方は、お忘れなく
教室へのご参加をお願いします。また、
申し込み後、参加できなくなった方は、
キャンセル待ちの方もいますので、必ず
企画政策課クアオルト推進係までご連絡
ください。

温泉浴運動教室（定員各�10人）
初心者コース
開催日時 11月４日　10：00～11：00
（申込期間　お問い合わせください。）
開催日時 12月２日　10：00～11：00
（申込期間　11月22日～30日）
一般コース
開催日時 11月22日　10：00～11：00
（申込期間　11月10日～18日）

開催日時 12月20日　10：00～11：00
（申込期間　12月８日～16日）

ポール＆ボール教室（定員�10人）
開催日時 11月８日　10：00～11：00
（申込期間　募集中～11月４日）

開催日時 12月13日　10：00～11：00
（申込期間　12月１日～９日）

ステップエクササイズ教室（定員�10人）
開催日時 11月26日　13：30～14：30
（申込期間　11月15日～24日）

開催日時 12月24日　13：30～14：30
（申込期間　12月14日～22日）

クアオルト運動教室　参加者募集!! 11月より定員10人！

広報 みたね
mitane town
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地 方 債 の 状 況

　一般会計における町債の残高は、およそ98億４千万円です。前年度比較では、
償還額より新たな借入額が少なかったことから、総額で約３億８千万円が減少
しました。

94
96
98

100
102
104
106

H26 H27 H28 H29 H30 R１

104.4 104.6 105.4 103.2 99.7 102.2

R２

98.4

（単位：億円） 一般会計における町債残高の推移

町税
14億8,768万3千円

負担金・使用料・寄附金等
2億1,929万7千円

財産収入・繰入金等
5億7,414万1千円

繰越金
1億8,849万4千円

地方譲与税等
5億2,523万5千円

地方交付税
49億156万8千円

国庫支出金
27億6,184万6千円

県支出金
7億6,277万2千円

町債
6億6,785万7千円

一般会計

歳入総額

120億8,889万3千円

一般会計

歳出総額

119億92万8千円

総務費
28億5,704万4千円

民生費
28億8,707万7千円

衛生費
4億7,678万6千円農林水産業費

6億8,872万4千円

商工費
8億6,075万4千円

土木費
9億499万9千円

消防費
5億8,309万円

教育費
10億356万5千円

公債費
10億8,120万9千円

諸支出金
4億3,754万1千円

議会費・労働費・
災害復旧費

1億2,013万9千円

　
令
和
２
年
度
会
計
決
算
が
９
月
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。一
般
会
計
決
算
額
は
、

歳
入
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１
２
０
億
８
８
８
９
万
３
千
円
、
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出
が
１
１
９
億
92
万
８
千
円
で
、
差
引
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１
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８
７
９
６
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５
千
円
で
し
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。
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う
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２
５
６
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８
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１
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３
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。
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等
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特別定額給付金給付事業 	 …………	16億905万円
　新型コロナウイルス緊急経済対策として１人当たり
10万円の給付を行いました。

プレミアム付商品券発行事業 	 …………	5,577万円
　地域振興のため、20％
のプレミアム付商品券の販
売事業補助を行いました。

地域飲食店応援事業 	 ……………………	3,197万円
　賛同いただいた飲食店
で利用できる地域応援飲
食券の配布を行いました。

宿泊助成事業 	 ……………………………	6,156万円
　町内の宿泊施設に対し
て、宿泊費助成金の交付を
行いました。

中小企業等事業継続支援金給付事業 	 ……	1億700万円
　経営の安定および事業の継続を支援するために、町内
の中小企業者に対して支援金の給付を行いました。

公共交通再編事業 	 ………………………	5,633万円
　地域の生活を維持するた
めの公共交通として、巡
回・ふれあいバスの運行を
行いました。

森岳温泉施設改良事業 	 ……………	1億6,665万円
　温泉施設の中継ポンプや
送湯管、配湯管などの更新
を行いました。

町営住宅整備事業 	 ………………………	9,407万円
　大町住宅２棟と千刈田住
宅２棟の建て替えを行いま
した。

令和２年度に行った主な事業

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

国民健康保険事業 21億5,641万7千円 21億1,610万1千円 4,031万6千円

後期高齢者医療 2億2,624万5千円 2億2,584万6千円 39万9千円

介護保険事業 28億5,514万7千円 28億1,663万円 3,851万7千円

介護サービス事業 1,194万9千円 1,041万3千円 153万6千円

温 泉 事 業 1億8,367万6千円 1億7,863万円 504万6千円

※端数処理により差引額が一致しないことがあります。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

水道事業
収益勘定 2億9,753万8千円 2億8,769万9千円 983万9千円

資本勘定 1億9,696万5千円 2億6,226万5千円 △6,530万円

下水道事業
収益勘定 4億4,466万2千円 6億3,971万4千円 △1億9,505万2千円

資本勘定 5億7,768万4千円 5億4,810万7千円 2,957万7千円

※端数処理により差引額が一致しないことがあります。

特別会計の決算状況 公営企業会計の決算状況

健 全 化 判 断 比 率
健全化判断比率	 （単位：％）

指 標 区 分 Ｒ１ Ｒ２ 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 － － 14.08 20.00

連結実質赤字比率 － － 19.08 30.00

実質公債費比率 7.5 7.3 25.00 35.00

将 来 負 担 比 率 － － 350.00

※各指標に数値がない場合は、「－」で表示しています。

資金不足比率	 （単位：％）

指 標 区 分 Ｒ１ Ｒ２ 経営健全化
基準

水 道 事 業 － － 20.0

下 水 道 事 業 － － 20.0

温 泉 事 業 － － 20.0

見	

本

広報 みたね
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町
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
を
公
表
し
ま
す

※
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在

・一般職 ・会計年度任用職員（フルタイム）
区　分

部　門
職　員　数 対前年

増減数令和２年 令和３年

一 般 行 政
部 門

議 会 3人 3人
総務・企画 50人 48人 ▲ 2人
税 務 11人 11人
民 生 36人 34人 ▲ 2人
衛 生 13人 13人
農林水産 16人 16人
商 工 9人 9人
土 木 15人 15人
小 計 153人 149人 ▲ 4人

特別行政部門 教 育 22人 24人 2人

公営企業等
会 計 部 門

水 道 3人 3人
下 水 道 3人 2人 ▲ 1人
そ の 他 14人 13人 ▲ 1人
小 計 20人 18人 ▲ 2人

合　　計 195人 191人 ▲ 4人

職　種 職　員　数 対前年
増減数令和２年 令和３年

子育て支援員 2人 2人
栄 　 養 　 士 3人 3人
地域おこし協力隊員 1人 1人
保 　 育 　 士 24人 24人
調 　 理 　 師 6人 6人

合　計 36人 36人

① 部門別職員数の動向

❶ 職員の任免および人数に関する状況

② 令和２年度の採用および退職の状況

区　分 採　用

離　　　　　　　職

定　年 早　期
退　職

そ　の　他
合　計普　通

退　職
人　事
交　流

懲　戒
免　職

再任用
退　職 死　亡

一般行政職 3人 7人 1人 2人 10人

③ 職員数の状況

150人

200人

250人

職員数

Ｒ１

193人

H26

202人

H27

210人

H28

207人

H29

205人

H30

198人

H25

210人

R２

195人

R３

191人

区　分 ６　級 ５　級 ４　級 ３　級 ２　級 １　級 合　計標準的な職務内容 主管・課長 参事・課長補佐 係長・上席主査 主席主査・主査 主　任 主　事
職　員　数 15人 25人 28人 27人 22人 17人 134人 
構　成　比 11.2% 18.7% 20.9% 20.1% 16.4% 12.7% 100.0%

④ 一般行政職の級別職員数の状況（再任用職員を除く）

「長信田太鼓」の太鼓を修繕し、全国に魂の音を響かせたい！「長信田太鼓」の太鼓を修繕し、全国に魂の音を響かせたい！
　コロナ逆境の中、打ち込み続けた太鼓の革が次 と々破け出した長信田太鼓を、クラウドファン
ディングで応援します！革を張り替えた太鼓で行うオンラインライブを、一緒に応援しませんか！？

長信田太鼓応援プロジェクト実行委員会：山本 智・森山 大輔・渡邉 英心・塚本 タカセ・金子 桂子

●ご支援はこちらから➡https://readyfor.jp/projects/74609
※パソコンやスマホが使えない方は、☎７２－４１３３（事務局：水野）までご相談

10月20日 10：00～12月5日 23：0010月20日 10：00～12月5日 23：00受付期間
支援金額
3,000円～
選べます。

ご賛同いただける方、ご協力どうぞよろしくお願いします！

広告
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❷ 給与の状況

❸ 職員の手当の状況

10億円

12億円

14億円

16億円

18億円

20億円

10％

15％

20％

25％

R2R1H30H29H28
人件費　　　　　歳出全体に占める人件費率

16億6,924万円
15億4,682万円

14億3,354万円14億3,354万円 14億9,255万円14億9,255万円

18億2,604万円18億2,604万円

14.9% 15.1% 14.7% 14.2% 15.4%

① 人件費の推移（普通会計決算）

令和２年度決算 支　給　実　績 2,142万7千円
１人当たり平均支給年額 24万9,151円

② 時間外手当（普通会計職員） 区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 43.1歳 30万9,300円 34万7,200円
技能労務職 52.3歳 28万8,800円 31万4,800円

会計年度任用職員 41.7歳 18万600円 18万7,400円

③ 平均給料（給与）月額の状況

※�給料とは基本給、給与とは給料に諸手当を加えたもの
です。

区　　分 自己都合 勧奨・定年
勤 続 20 年 19.6695月分 24.586875月分
勤 続 25 年 28.0395月分 33.27075月分
勤 続 35 年 39.7575月分 47.70900月分
最高限度額 47.7090月分 47.70900月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例2～45％
１人当たり平均支給額 
（令和２年度退職者） 1,728万2千円

③ 退職手当

区　分 職員

一般行政職
大学卒 18万1,928円
高校卒 14万9,610円

④ 初任給の状況

職員数
給　与　費 １　人

当たり
給与費給　料 職員手当 期 末 ・

勤勉手当 計

175人 6億1,884万
5千円

8,408万
5千円

2億4,566万
5千円

9億4,859万
5千円

542万
1千円

② 職員給与費の状況（令和２年度普通会計決算）

① 期末手当・勤勉手当
・令和２年度１人当たり支給額　140万４千円
・令和２年度支給割合

2.45月分 1.85月分
期末手当 勤勉手当

・職務の級等による加算措置　役職加算５～15％

区　分 支　給　割　合
町　長 給料月額×0.47×勤続月数（任期毎）
副町長 給料月額×0.28×勤続月数（任期毎）
教育長 給料月額×0.21×勤続月数（任期毎）

※町長、副町長および教育長の退職手当区　分 給料・報酬月額 期末手当
町　長 75万5千円 3.125月分
副町長 56万円 3.125月分
教育長 51万3千円 3.125月分
議　長 28万8千円 3.125月分
副議長 25万5千円 3.125月分
議　員 24万1千円 3.125月分

❹ 特別職の報酬等の状況

宅地建物取引業/秋田県知事（５）1757号  建設業/秋田県知事（般－２）12269号
〒018－2305 秋田県山本郡三種町外岡字丸ノ内56番地5

TEL 0185－83－2060　FAX 0185－83－3207
http://tanba-juken.com/HP・URL

新築、リフォーム等お住まいのことならなんでもご相談ください

Panasonic Builders Group パナソニック ビルダーズ グループ 広告

完全予約制　女性限定　営業時間/９：00～16：00　定休日/日曜・祝日

本来の体を取り戻すための
施術法を体感してみませんか？

〒018－2104  三種町鹿渡字沖ノ田111－18
☎090－7072－6064

✉bodycare.salon.coco@gmail.com

全身経絡リンパ ￥1,000引き
フ ッ ト ケ ア ￥500引き

ＣoＣｏＣoＣｏボディケアＳａｌｏｎボディケアＳａｌｏｎ
“人気の足もみ”

出張します

初回割引
ホームページ 公式ＬＩＮＥ

広告

広報 みたね
mitane town
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次
の
日
程
に
よ
り
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

差
別
、
名
誉
毀
損
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
人
権
に
関
す
る
悩
み
を

抱
え
て
い
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り

ま
す
。

⃝

と
き
・
と
こ
ろ

・
11
月
５
日　

10
時
～
15
時

　

山
本
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

特
設
人
権
相
談
所
開
設

⃝

対
象
世
帯

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か

つ
自
力
に
よ
る
除
排
雪
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

①�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯

②�

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

③
こ
れ
ら
と
同
等
と
み
な
さ
れ
る
世
帯

⃝

助
成
内
容

　

三
種
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

依
頼
し
て
行
う
除
排
雪
に
つ
い
て
、
１

冬
期
間
30
時
間
ま
で
の
費
用
を
助
成

※
30
時
間
を
超
過
し
た
分
は
利
用
者
負

　

担
と
な
り
ま
す
。

⃝

利
用
方
法

　

お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　
福
祉
係

　
☎
８
５
ー
２
１
９
０

　

法
務
局
で
は
、「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
実

施
し
、
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
人
権
擁
護
委

員
お
よ
び
法
務
局
職
員
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

⃝

と　
き

　

11
月
12
日
～
18
日

　

平
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

土
日　

10
時
～
17
時

⃝

相
談
窓
口

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
５
７
０
｜
０
７
０
｜
８
１
０

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
町
民
係

　
☎
８
５
ー
４
８
２
５

自
力
で
除
排
雪
が
困

難
な
高
齢
者
世
帯
等

を
支
援
し
ま
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
の
お
知
ら
せ

・
12
月
１
日　

10
時
～
15
時

　

八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
12
月
２
日　

10
時
～
15
時

　

山
本
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

・
12
月
３
日　

10
時
～
15
時

　

パ
レ
ス
琴
丘

⃝

人
権
擁
護
委
員

　

山
本
地
域　

千
葉　

聡　

信
太
民
久

　
　
　
　
　
　

小
沢
寿
昭

　

八
竜
地
域　

見
上
雅
子　

成
田
隆
道

　
　
　
　
　
　

工
藤
富
直

　

琴
丘
地
域　

國
柄
春
美　

近
藤
和
雄

　
　
　
　
　
　

小
玉
陽
三

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　
町
民
係

　
☎
８
５
ー
４
８
２
５

広
報
み
た
ね
が
行
政
情
報
ア
プ
リ
で

　
　
　
　
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

行
政
情
報
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

　

広
報
み
た
ね
で
は
、
よ
り
多
く
の
方

が
気
軽
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
向
け

行
政
情
報
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
で
の

配
信
を
始
め
ま
し
た
。

　

お
手
元
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
だ
け

で
、
全
国
各
地
の
広
報
紙
を
無
料
で
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝

便
利
機
能

①�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
な

く
て
も
、
ア
プ
リ
内
で
広
報
紙
を
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②�

最
新
号
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
る

と
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら
せ
が

届
き
ま
す
。

③�

全
国
各
地
の
広
報
紙
を
読
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⃝

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　
「
マ
チ
イ
ロ
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
、
専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ア
プ
リ
使
用
は
無
料
で
す
が
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
や
情
報
受
信
時
な
ど
の
通

信
費
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課　
情
報
統
計
係

　
☎
８
５
ー
４
８
１
８

マチイロ 検　索

ポチッ 　アプリのダウン
ロードは、こちら
からできます！

令和３年11月 12



⃝

４
つ
の
習
慣

・�

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ

な
い

・�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

・�

コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
、
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い

・�

コ
ン
セ
ン
ト
は
、
ほ
こ
り
を
清
掃
し

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

⃝

６
つ
の
対
策

・�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
安
全
装
置
の

付
い
た
機
器
を
使
用
す
る

・�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し

10
年
を
目
安
に
交
換
す
る

・�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
や
衣
類
お
よ

び
カ
ー
テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用
す
る

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に

消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

認
し
て
お
く

・�

お
年
寄
り
や
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

確
保
し
、
備
え
て
お
く

・�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪

問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

火
対
策
を
行
う

秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
７
日
～
13
日

お
う
ち
時
間　
家
族
で
点
検

火
の
始
末

⃝

期
間
中
の
活
動

・
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　

11
月
７
日　

９
時　

１
回
の
み

・
防
火
広
報
巡
回

　

11
月
７
日　

８
時　

防
火
パ
レ
ー
ド

　

※�

８
日
か
ら
は
、
消
防
署
車
お
よ
び

分
団
車
が
警
戒
広
報
巡
回
し
ま

す
。

・
駆
け
付
け
訓
練

　

11
月
７
日　

14
時　

鯉
川
地
区

　

※
訓
練
で
は
、
川
代
集
落
周
辺
の
町

　
　

道
の
一
部
を
交
通
規
制
し
ま
す
の

　
　

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
消
防
防
災
係

　
☎
８
５
ー
４
８
２
３

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
９月中 Ｒ３累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数 ０件 ６件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 ０件

全県市町村順位（25市町村中）24位（前月25位）↑

　

消
防
庁
で
は
、
消
防
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

防
火
意
識
の
高
揚
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

災
体
制
の
確
立
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
昭
和
62
年
か
ら
11
月
９
日
を

「
１
１
９
番
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

通
報
時
は
気
が
動
転
し
て
、
正
確
な

通
報
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
早
く
来
て
く
だ
さ
い
」
だ

け
で
切
断
さ
れ
る
場
合
も
多
く
、
災
害

場
所
の
特
定
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、

出
動
が
遅
れ
る
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま

す
。
１
１
９
番
通
報
は
落
ち
着
い
て
、

正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

⃝

通
報
の
ポ
イ
ン
ト

・�

こ
ち
ら
の
指
示
が
あ
る
ま
で
は
、
通

話
を
切
ら
な
い

・�

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
位
置
情

報
を
割
り
出
せ
な
い
場
合
が
あ
る
の

で
、
住
所
や
目
標
と
な
る
建
物
等
を

詳
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い

・�

状
況
に
よ
っ
て
、
通
報
時
に
避
難
誘

導
や
応
急
処
置
を
指
示
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

・�

家
庭
で
は
、電
話
の
そ
ば
に�「
住
所
・

名
前
・
目
標
物
・
電
話
番
号
」
を
記

入
し
た
メ
モ
な
ど
を
準
備
し
て
お
く

・�

職
場
や
地
域
で
の
避
難
訓
練
の
際
に

通
報
訓
練
を
積
極
的
に
行
う

正
確
な
通
報
を
す
る
た
め
に
！

11
月
９
日
は

「
１
１
９
番
の
日
」

通
報
要
領

１
１
９
番

火
災
で
す
か
？
救
急
で
す
か
？

場
所（
住
所
）は
ど
こ
で
す
か
？

（
付
近
の
目
標
物
な
ど
）

火
災

救
急

誰
が
ど
う
し
ま

し
た
か
？

何
が
燃
え
て
い

ま
す
か
？

傷
病
者
の
状
況

を
教
え
て
く
だ

さ
い

け
が
人
や
逃
げ

遅
れ
た
人
は
い

ま
す
か
？

あ
な
た
（
通
報
者
）
の
名
前
と

電
話
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
消
防
本
部　
通
信
指
令
室

　
☎
５
２
ー
３
３
１
１

　119番は固定電話や携帯電話、
FAXからの通報が可能です。
　スマホアプリNET119は聴覚・
言語機能障害者の方が登録した上
で利用できます。

広報 みたね
mitane town

13



保管（ホテル）動 -19-10　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
販売　　　　　動 -19-19　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
貸し出し　　　動 -19-11　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
展示　　　　　動 -19-12　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
その他譲受飼養許可（老犬ホーム）動 -19-13　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日

真心込めてご供養のお手伝いをします

●小動物（小鳥、その他）
●エキゾチックアニマル
●超小型犬、猫
●小型犬

６,３００円
１０,５００円
１３,６５０円
14,700円

●中型犬
●大型犬
●特別大型犬

16,200円
２１,４５０円
２4,150円

火 葬 価 格

詳しくはお問い合わせください。年中無休

ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。
飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。
 ペットもお墓参りを期待しております。待っています！
飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。
 ペットもお墓参りを期待しております。待っています！

慰霊祭ではたくさんのご来場、
誠にありがとうございました。

広告

会
計
年
度
任
用
職
員

放
課
後
児
童
支
援
員

（
補
助
員
）
パ
ー
ト

⃝

募
集
人
員　
２
人

⃝

勤
務
時
間

　

平
日
：
14
時
～
19
時
（
５
時
間
勤
務
）

　

土
曜
日
・
学
校
長
期
休
業
日
等

　
　
　
　
　
　
　
　

７
時
30
分
～
19
時

　
（
う
ち
シ
フ
ト
表
に
よ
り
６
時
間
勤
務
）

⃝

休　
　
日　
日
祝
、
お
盆
、
年
末
年

　

始
、
そ
の
他
臨
時
休
業
日

⃝

給　
　
与

　

支
援
員　

時
給　

９
２
６
円

　

補
助
員　

時
給　

８
９
１
円

　

期
末
手
当
・
通
勤
費
支
給

⃝

資
格
等

　

支
援
員
：
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

　

補
助
員
：
特
に
な
し

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
子
育
て
支
援
係

　
☎
８
５
ー
４
８
３
６

委
託
作
業
員

除
雪
作
業
員

⃝

職
務
内
容

　

地
区
内
で
の
重
機
に
よ
る
除
雪
作
業

⃝

募
集
人
員

　

琴
丘
地
域
上
岩
川
地
区　

１
人

　

八
竜
地
域
沢
目
地
区　

１
人

⃝

雇
用
期
間

　

12
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月
15
日

⃝

給　
　
与

　

基
本
給　

４
０
０
０
円
／
日

　
（
12
月
16
日
～
令
和
４
年
２
月
28
日
）

　

稼
働
給　

３
４
０
０
円
／
時
間

⃝

募
集
要
件

　

・�

三
種
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

・�

大
型
特
殊
自
動
車
運
転
免
許
を
保

有
し
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技

能
講
習
（
整
地
・
運
搬
等
）
を
修

了
し
て
い
る
こ
と

⃝
募
集
期
限　
11
月
12
日

⃝
そ
の
他

　

面
接
日
等
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課　
建
設
係

　
☎
８
５
ー
４
８
２
１

町
業
務
従
事
者
募
集
！

共
通
事
項

⃝

申
込
方
法

①�

履
歴
書
お
よ
び
資
格
を
証
明
す

る
も
の
の
写
し
を
担
当
課
へ
持

参
ま
た
は
郵
送

　

※�

郵
送
す
る
際
は
、
必
ず
簡
易

書
留
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
簡
易
書
留
に
よ
ら
な
い

者
の
事
故
に
つ
い
て
は
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。

②�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

し
な
い
者

③�

本
人
に
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

こ
と
の
確
認
調
査（
町
が
実
施
）

　

一
般
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
支
援
者
の
方
も
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

⃝

と　
き　
11
月
18
日　

14
時
～
16
時

⃝

と
こ
ろ　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

相　
談

・
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す

・�

１
人
あ
た
り
30
分
以
内
の
相
談
と
な

り
ま
す
。（
最
大
４
人
ま
で
）

※�

こ
の
事
業
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

の
配
分
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
３
ー
４
８
６
１

⃝

工
事
名

　

森
岳
温
泉
配
湯
管
布
設
替
工
事
（
第

３
工
区
）

⃝

請
負
事
業
者　
小
玉
建
設
㈱

⃝

契
約
額　
２
２
８
８
万
円

⃝

工　
期

　

10
月
14
日
～
令
和
４
年
１
月
31
日

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

社
会
福
祉
協
議
会

町
の
工
事
契
約
状
況

⃝募集期限　12月５日

第57回  2022年度全国統一

防火への
想いを
標語に。

防火標語募集

令和３年11月 14



◎
固
定
資
産
税
（
第
４
期
）

　
11
月
30
日（
火
）が

　
　
　
　
　
納
期
限
で
す

　

 

役
場
各
納
付
窓
口
、
町
内
金
融

機
関
、
Ｊ
Ａ
、
期
限
内
で
あ
れ

ば
郵
便
局
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！

※�

口
座
振
替
の
方
は
、
残
高
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
一
環
と
し
て
、
口
座
振

替
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

◎
個
人
事
業
税
（
第
２
期
）

　
11
月
30
日（
火
）が

納
期
限
で
す

　

 

個
人
事
業
税
の
納
税
も
口
座
振

替
が
で
き
ま
す
。
令
和
４
年
６

月
末
ま
で
に
申
し
込
み
さ
れ
る

と
、
令
和
４
年
度
１
期
分
か
ら

口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所

　
納
税
部　
収
納
管
理
課

　
☎
０
１
８
ー
８
６
０
ー
３
３
３
１

　
山
本
支
所

　
☎
５
２
ー
６
２
０
１

納
期
限
の
お
知
ら
せ

県
税
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

後藤工務店 秋 田 県 知 事 許 可
（般－２）第80204号

＊小さな家から大きな家まで造ります＊

秋田県山本郡三種町森岳字森谷地136－1
TEL 0185－83－3033　FAX 0185－83－3045

一般建築（設計・施工）新築・リフォーム・修理

代表　後 藤 正 春

夏涼しく　冬暖か安心できる地元の工務店
広告

軽油引取税免税証（農業用）交付申請のお知らせ
⃝農業用軽油引取税免税証の交付申請については、次の日程で集合受付を実施します。
⃝�総合県税事務所山本支所での受付は、令和４年２月１日から行う予定ですが、感染症予防の観点から、可能な限り

郵送にて申請をしてください。郵送申請の受付期間は12月１日から令和４年１月11日までとなります。
⃝詳細は、県ウェブサイトをご覧ください。（https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/59168）

⃝集合受付日程
地　域 受　付　日 時　　　　間 会　　　　場
八竜地域 12月９日（木） 10：00～11：30

13：00～15：00 八竜改善センター琴丘地域 12月10日（金）
山本地域 12月13日（月）

⃝注意事項
　①�申請する際に必要な書類については、前回免税証交付時にお渡しした「農業用免税証交付申請の手続きについて」
または県ウェブサイトでご確認ください。（https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/7689）

　②�各書類は課税第二課および県税事務所各支所で配布しています。また、一部を除きウェブサイトよりダウンロー
ドすることができます。

　③�申請内容や書類に不備があり、連絡がとれない等の場合、希望どおりの交付にならない場合がありますので、申
請書には日中連絡のとれる連絡先を必ず記入してください。

　④受付に来所する際はマスクの着用、咳エチケットおよび手指消毒等にご協力ください。

※会場での滞在時間を短くし密を避けるため、書類は事前に記入してお越しください。

◆問い合わせ先　総合県税事務所　課税部　課税第二課　☎018－860－3341

令和４年度分

※初めての方：初回２，０００円にサービス！

広告

広報 みたね
mitane town

15



◆相談・問い合わせ先　地域包括支援センター　☎85－4835

住所／三種町鵜川字内田18
TEL 0185－85－2241

町内外問わずどなたでも入園可！
見学・問い合わせ　随時受付

保育時間　7：30～18：30
くるみの森開催（未就園児親子教室）
毎月第３金曜日　１０：００～１１：３０

学校
法人八竜幼稚園入園申込受付中

ホームページをご覧ください。
https://www.hachiyou.org/
ホームページをご覧ください。
https://www.hachiyou.org/

広告

地域包括支援センターだより
今月の予定

地域包括支援センターの紹介

◆地域包括支援センターとは…
　高齢者のみなさんが住み慣れた地域で、その人が望む生活を継続できるよう支援していく機関です。介護が
必要になる前の介護予防への取り組みに加え、介護保険の申請手続きや医療、虐待防止など様ざまな生活上の
問題に対して、ご本人やご家族とともに考え、関係機関と連携して対応していきます。
◆地域包括支援センターのメンバーと活動内容

★保健師～２人～
　高齢者の家庭訪問や転倒予防・
認知症予防教室の開催、地域のサ
ロン活動の支援などを行っていま
す。関係機関の多職種と協働し、
地域における高齢者の暮らしを支
えています。

★社会福祉士～１人～
　生活上の様ざまな相談に対応し、
介護保険の申請手続きや虐待など
の困難事例の予防・早期発見、権
利擁護に関する支援を行っていま
す。あわせて高齢者の消費者トラ
ブルにも対応しています。

★主任介護支援専門員～１人～
　要支援となった方のケアプラン
の作成や介護保険サービスの利
用者を担当する地域のケアマネ
ジャーへの相談・助言などの支援を
行っています。病院や施設、介護
支援事業所などと連携しています。

地域で安心した生活が続けられるよう支援しますので、 気軽にご相談ください♪

時　　間　10時～11時30分
対　　象　おおむね65歳以上
持 ち 物　内履き、飲み物
申し込み　随時

共通事項◆転倒予防教室「いきいき元気塾」

と　き 11月２日 11月９日 11月16日

ところ 八竜改善
センター

ＪＡ団地
センター

山本地域
拠点センター

⃝尿もれ予防体操用ボール代（お持ちでない方）　1,300円
◆認知症予防教室
　「わくわく！脳力アップ教室」
と　き 11月25日
ところ パレス琴丘

◆介護予防事業に参加される方へのお願い◆
　当日、必ず検温してください。熱がある場合や咳や鼻水が出る、頭痛があるなど体調に違和感がある方は、
無理をせず参加をご遠慮ください。
※マスク着用、手指消毒、３密対策等感染防止に配慮しながら実施します。
※�新型コロナウイルス感染症の状況により、中止となる場合があります。
参加される方は、地域包括支援センターにご確認ください。

おれんじカフェ ～認知症になっても地域で暮らすために･･･～

　パソコンの画面をタッチして、日時や花、動物
などの言葉を答えることでもの忘れ度をチェック
します。この機会に体験してみませんか。

もの忘れ相談
プログラム

●と　き　11月17日　13時30分～15時
●ところ　山本地域拠点センター
●参加費　無料（参加自由）

　12月は琴丘地域拠点セ
ンターで行います。

来月の
予　告

認知症認定
看護師が参加

ミニ講話：「認知症について学ぼう」
　認知症の症状の経過や認知症の方との関
わりについてお話しします。（14時ころ～）

令和３年11月 16



社会福祉法人
明 　 和 　 会

●●●●● 見学随時受付 ●●●●●

入園申込受付中

お問い合わせは 八竜保育園 TEL0185-88-8986

ホームページをご覧ください。
http://www.shirakami.or.jp/
~meiwakai/

ホームページをご覧ください。
http://www.shirakami.or.jp/
~meiwakai/

八竜保育園

職員募集中

入園申込
受付中

住所／三種町鵜川字内田18
TEL 0185－85－2241

町内外問わずどなたでも入園可！
見学・問い合わせ　随時受付

保育時間　7：30～18：30
くるみの森開催（未就園児親子教室）
毎月第３金曜日　１０：００～１１：３０

入園年齢▶０歳（生後２ヶ月）～２歳のお子様

学校
法人八竜幼稚園

見学・問い合わせ　随時受付

くるみの森開催（未就園児親子教室）
毎月第３金曜日　１０：００～１１：３０

町内外問わず
どなたでも
入園できます

町内外問わず
どなたでも
入園できます

入園申込
受付中

住所／三種町鵜川字内田18（八竜幼稚園様向かい）
TEL 0185－88－8986

広告

子育て世代包括支援センターだより ◆問い合わせ先　子育て世代包括支援センター　☎83－5555
　※平日８時30分～17時15分（祝日、年末年始を除く）

◆申し込み・問い合わせ先
　保健センター　☎83－5555

　

町
で
は
、
が
ん
治
療
を
受
け
て
い

る
方
に
対
し
、
補
正
具
な
ど
の
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

①�

補
正
具
の
購
入
日
に
お
い
て
町
内

に
住
所
を
有
す
る
方

②�

が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
治
療
を

受
け
た
方
ま
た
は
現
に
受
け
て
い

る
方
（
ま
た
は
同
居
家
族
）

③�

が
ん
治
療
に
伴
い
脱
毛
ま
た
は
乳

房
を
切
除
し
、
補
正
具
を
購
入
し

て
い
る
方

④�

過
去
に
県
お
よ
び
他
の
自
治
体
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
補
正
具
購
入
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
（
町
の

申
請
は
１
年
に
１
回
ま
で
申
請
で

き
ま
す
）

⑤�

購
入
し
た
補
正
具
の
領
収
書
お
よ

び
化
学
療
法
ま
た
は
手
術
に
関
す

る
説
明
書
や
診
断
書
等
の
が
ん
治

療
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類

が
あ
る
こ
と

◆
助
成
対
象
補
正
具
と
補
助
上
限
額

①�

ウ
イ
ッ
グ（
附
属
ネ
ッ
ト
を
含
む
）

お
よ
び
そ
れ
と
同
等
の
機
能
を
有

す
る
商
品
で
全
頭
用
で
あ
る
も
の

　

…
４
万
５
０
０
０
円

②�

乳
房
補
正
具
（
右
・
左
）
で
補
正

パ
ッ
ド
も
し
く
は
人
工
乳
房
（
補

正
パ
ッ
ド
ま
た
は
人
工
乳
房
を
購

入
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
固
定

す
る
下
着
を
含
む
）
ま
た
は
補
正

機
能
を
有
す
る
下
着
…
３
万
円

※�

県
助
成
額
を
含
み
、
手
続
き
は
町

で
行
い
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　

申
請
は
補
正
具
を
購
入
し
た
年
度

の
翌
年
度
末
ま
で
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
て
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
用
補
正
具
の
購
入
費

助
成
の
お
知
ら
せ

　

妊
娠
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
妊
娠
の
届
出

を
し
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
母
子
健
康
手
帳
は
、

妊
娠
中
の
経
過
や
生
ま
れ
て
か
ら
の

お
子
さ
ん
の
健
康
を
記
録
す
る
と
と

も
に
、
育
児
に
役
立
つ
情
報
が
た
く

さ
ん
載
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
健
診
や
予
防
接
種
を
受
け
る

際
に
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

妊
娠
し
た
ら
届
出
を

　

妊
娠
の
届
出
の
あ
っ
た
方
に
対
し

て
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

　

妊
娠
の
届
出
と
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
の
ほ
か
、
妊
産
婦

健
康
診
査
受
診
票
も
交
付
さ
れ
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
交
付
に
つ
い
て

★
妊
娠
の
届
出
の
際
は
、
マ

　
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

　
持
ち
く
だ
さ
い
。

★�

お
越
し
に
な
る
際
は
、
事

前
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
必
要
書
類
を
準
備
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

無料相談会のお知らせ
　専門の相談員がじっくり対応します。秘密は厳守しますので、悩
まずお気軽にご相談ください。

心のふれあい相談員養成講座
　心の健康づくりや自殺予防など、心の相談活動につ
いて一緒に学び考え、行動できるようになるために講
座を開催します。（各回、先着20人程度）秋田なまはげの会出張相談会

～暮らしの相談会～ こころの相談会

相 談 内 容

・借金や債務のこと・相続のこと
・年金のこと・成年後見制度のこと
など、お金や暮らしに関すること
※�新型コロナウイルスの影響を受けてい
る事業者の相談も受け付けています。

こころの健康に関すること
※�会場へお越しになれない
場合は、電話での相談も
可能です。

開 催 日 11月13日（土） 11月22日（月）
相 談 員 秋田なまはげの会　相談アドバイザー 臨床心理士　濱田　拓�氏
相 談 時 間 各日とも、13時～ 16時（相談者１組に対し、１時間程度）
会 場 保健センター

申 込 方 法 原則予約制ですが、当日のお申し込みもできます。
当日の場合は、順番によりお待ちいただく場合があります。

※この相談会は、秋田県地域自殺対策強化事業費補助金により開催しています。

開 催 日
内　 容

①11月17日（水）　13：30～15：30
　講話（講師：臨床心理士　濱田　拓�氏）
　「人とつながる～自分と大切な人の命を守るためにできること～」
　三種町の自殺の現状について（保健センター保健師）
②11月30日（火）　13：30～15：30
　講話（講師：秋田なまはげの会　佐藤　繁子�氏）
　「コロナ禍が生活に与える影響～相談活動を通して～」

会 場 パレス琴丘

対 象 者
心の健康づくりや地域の自殺対策に関心のある町民�
（過去に受講された方、現在サロン活動されている方
の参加も可）

申込締切 11月15日

広報 みたね
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◆問い合わせ先　秋田年金事務所　☎018－865－2392　健康推進課医療年金係　☎85－2137
　　　　　　　　琴　丘　支　所　☎87－3516　　　　　山　　本　　支　　所　☎83－2115

各種検査
実施

医療法人  徳洲会

院長　菊　地　次　郎
ドラゴンクリニック

ドラゴンクリニックまたは
https://dragon.tokushukai.or.jp/でご覧ください。

内科  　循環器内科  　整形外科

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

インフルエンザ予防注射
12 月１日接種開始！

インフルエンザ予防注射
12 月１日接種開始！

尚、ワクチン予定数に達した場合、締切らせていただきます。

11月１日～14日まで75歳以上の方の予約を受付ます。
11月15日～30日まで74歳以下の方の予約を受付ます。

直接ご来院の上、ご予約下さい。

広告

年金
だより

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が発行されます
年末調整・確定申告まで大切に保管してください！

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

11月は「ねんきん月間」、11月30日（いいみらい）は「年金の日」です！

　国民年金保険料は、その年の１月１日から12月31日までに納められた保険料（過去の年度分や追納され
た保険料も含む）全額が所得税および住民税の申告において社会保険料控除の対象となります。
　社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、保険料を支払ったことを証明する
書類の添付が必要となります。
　このため、令和３年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、11月上旬に
日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際には
必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（令和３年10月１日から12月31日までの間に、今年は
じめて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られます）
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のハガキに記載されてい
る連絡先にお問い合わせください。

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して、毎年11月を「ねんきん月間」とし、国民のみなさんに公的
年金制度に対する理解を深めていただくため、日本年金機構ホームページ上に「ねんきん月間ページ」を設
置したり、大学・高校などの教育機関や事業所などへのオンラインによる「年金セミナー」、「年金制度説明
会」などを開催しています。
　また、11月30日は、ご自身の年金記録や年金受給見込額を確認し、老後の生活設計に思いを巡らしてい
ただく「年金の日」です。この機会に、年金記録の確認や年金見込額を試算できる「ねんきんネット」をご
利用ください。（「ねんきんネット」のご利用登録は日本年金機構ホームページからできます）

ねんきん加入者ダイヤル 　0570－003－004（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　　　　※050から始まる電話でおかけになる場合は03－6630－2525
受付時間 　・月～金曜日　８：30～19：00　・第２土曜日　９：30～16：00
　　　　　　　※土日（第２土曜日を除く）・祝日、12月29日～１月３日はご利用できません。
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い
つ
ま
で
も
元
気
に
！

釜
谷
カ
ト
レ
ア
会
サ
ロ
ン

　

９
月
19
日
、
釜
谷
公
民
館
に
お

い
て
カ
ト
レ
ア
会
サ
ロ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
８
月
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
で
、
地
域
の
方
が
楽
し
く
集
ま
れ

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
森
永
乳
業
㈱
か
ら
栄
養

士
を
招
き
、
栄
養
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

教
室
で
は
、
高
齢
者
の
食
事
に
つ
い

て
「
自
分
で
食
べ
る
と
い
う
こ
と
が
、

生
き
る
と
い
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
や
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
森
永

乳
業
の
製
品
で
、
誤
飲
し
な
い
よ
う
に

と
ろ
み
を
付
け
る
も
の
な
ど
が
実
際
に

提
供
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
味
は
変

わ
ら
な
い
け
ど
楽
に
飲
め
る
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

総
合
的
な
学
習
の
時
間

新
米
を
楽
し
み
に
♪

新
米
祭
り
２
０
２
１

　

９
月
22
日
、
琴
丘
中
学
校
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
使
い
「
こ
れ
か
ら
の

三
種
町
に
つ
い
て
」
の
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
の
は
３
年
生
で
、
町

企
画
政
策
課
の
職
員
が
地
元
に
残
っ
て

就
職
す
る
と
い
う
選
択
肢
や
町
が
実
施

し
て
い
る
定
住
対
策
・
子
育
て
政
策
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

授
業
の
中
で
は
、
若
者
の
県
外
流
出

や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
な
ど
の
問
題
が

提
起
さ
れ
た
ほ
か
、
三
種
町
み
ら
い
創

造
プ
ラ
ン
の
説
明
が
さ
れ
、
町
の
未
来

や
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
生
徒
は
「
町
の
施
策

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
元

で
働
く
選
択
肢
を
含
め
て
将
来
の
こ
と

を
考
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
八

竜
支
店
の
敷
地
内
に
お
い
て
新
米
祭
り

２
０
２
１
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ
て

い
た
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
が
中
止
に
な
っ
た
こ

と
を
受
け
、
地
域
住
民
と
の
交
流
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
と
Ｊ
Ａ
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
米
の
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
と
「
岩

川
水
系
米
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
２
種
類

が
用
意
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
重
い
荷
物
を
持
た
な
く
て
い
い

よ
う
に
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
形
式
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
袋
（
30

kg
）

購
入
す
る
と
ネ
ギ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

　

能
代
市
か
ら
訪
れ
た
夫
婦
は
「
岩
川

水
系
米
が
お
い
し
い
と
聞
い
て
や
っ
て

き
た
」
と
し
、
秋
田
市
か
ら
訪
れ
た
夫

婦
は「
安
く
買
え
て
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
の
高
杉
昌
弘
営

農
部
長
は
「
初
め
て
の
開
催
で
、
た
く

さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
う
れ
し
い
。

事
前
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
て
数
量
を

増
や
し
た
り
も
し
た
。
町
外
の
方
や
農

家
で
な
い
人
に
新
米
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
農
協
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
８
４
０
袋
の
新
米
を
用

意
し
、
午
前
中
で
岩
川
水
系
米
は
完
売

し
、
あ
き
た
こ
ま
ち
も
次
つ
ぎ
と
売
れ

ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
で
は
、
来
年
も
新
米
祭
り
の

開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

▲栄養士の説明に興味津々♪

▲職員がトランクに積み込みました

▲購入者にはネギをプレゼント

▲職員の話しに耳を傾ける生徒

まちの話題

広報 みたね
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よ
う
こ
そ
先
輩
！

自
衛
官
が
や
っ
て
き
た

鹿
渡
で
何
か
や
っ
て
み
た
い
！

地
域
を
考
え
る「
か
ど
コ
ミ
ュ
」

友
だ
ち
と
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
♪

金
岡
保
育
園
で
人
権
教
室

　

10
月
21
日
、
山
本
中
学
校
に
お
い
て

キ
ャ
リ
ア
学
習
の
一
環
と
し
て
「
よ
う

こ
そ
先
輩
」
が
開
か
れ
、
卒
業
生
の
信

太
貴
統
氏
が
来
校
し
ま
し
た
。

　

信
太
氏
は
同
中
学
校
の
22
期
生
で
、

現
在
は
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
能

代
地
域
事
務
所
所
長
を
務
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
日
は
、
信
太
氏
の
体
験
や
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
形
の
講
話
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
信
太
氏
と
と
も
に
来
校

し
た
自
衛
官
に
よ
る
車
両
見
学
や
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
、
救
難
装
具
見
学
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

学
習
を
終
え
た
生
徒
か
ら
は
「
信
太

さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
何
事
に
も
積

極
的
に
挑
戦
し
た
い
」や「
装
具
の
見
学
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
体
験
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
。
自
衛
官
の
す
ご
さ
を
実
感
し

た
」
と
感
想

が
聞
か
れ
、

進
路
選
択
の

参
考
と
な
り

ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
鹿
渡
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
生
活
圏
形
成
事
業「
か
ど
コ
ミ
ュ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
県
が
主
催
す
る
も
の

で
、
鹿
渡
地
区
で
は
昨
年
に
３
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
今
年
は

６
月
か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま
り
、

今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
多
世
代
が
集
い
、
つ
な
が
り
、
や

り
た
い
こ
と
を
や
れ
る
場
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
や
れ
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
地
域
の
先
輩

の
話
し
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
過
去
か

ら
現
代
へ
、
ど
う
す
れ
ば
課
題
を
解
決

し
て
い
け
る
の
か
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

　

か
ど
コ
ミ
ュ
で
は
、
今
後
３
回
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
経
て
、
地
域
で
で
き

る
こ
と
の
答
え
を
出
す
予
定
で
す
。

　

10
月
19
日
、
金
岡
保
育
園
に
お

い
て
人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
町
内
や
能
代
市
か
ら
人
権

擁
護
委
員
11
人
が
園
を
訪
れ
、「
ぐ
ら

ぐ
ら
も
り
の
お
ば
け
」
の
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
園
児
と
未
就
園
児
の
親
子

５
組
は
、「
弱
い
者
い
じ
め
や
う
そ
つ

き
は
許
さ
な
い
！
」
な
ど
の
セ
リ
フ
を

通
し
て
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
や
友
だ

ち
と
仲
良
く
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

▲�装具を背負ってみた
り、ロープワークに
挑戦しました

▲�読み聞かせをする人権擁護委員と真剣
に聞き入る園児

▲将来のために意見を出し合いました

　

里
山
の
木
々
も
色
づ
く
季
節
と
な
り
、
秋
の

深
ま
り
と
と
も
に
冬
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

医
療
従
事
者
や
関
係
す
る
方
が
た
の
ご
協
力

に
よ
り
、
当
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
集
団
接
種
も
順
調
に
進
ん
で
き
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
新
規
感
染
者
数
が
減
少
し
、

様
ざ
ま
な
活
動
制
限
も
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
感
染
対
策
に
は
十
分
配
慮
し
つ

つ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
は
、
下
岩
川
小
学
校
閉
校
記
念
式
典
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
３
月
を
も
っ

て
１
４
５
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な

り
、
そ
の
責
任
の
重
さ
と
寂
し
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
式
典
行
事
を
通
じ
、
下
岩
川
小
児
童
の

す
ば
ら
し
さ
、
地
域
の
方
が
た
の
愛
情
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ず
、
込
み
上
げ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、
下
岩
川

小
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
方
が
た
に
心
か

ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
目
撃
情
報
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
で
も
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。
町
民
の
方

が
た
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
十
分
な
安
全
対
策

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
日
を
追
う
ご
と
に
寒
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
火
の
取
り
扱
い
と
健
康
管
理

に
は
十
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

町
長
室
か
ら

町
長
　
田
川
　
政
幸
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ふ
る
さ
と
を
支
援

衛
生
用
品
を
寄
贈

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
♪

長
寿
を
お
祝
い

　

こ
の
た
び
、
ノ
ー
ツ
㈱
（
本
社
：
東

京
都
千
代
田
区
）
代
表
取
締
役
の
近
藤

岳
裕
氏（
下
岩
川
出
身
）よ
り
ア
ル
コ
ー

ル
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
な
ど
、
多
数
の
衛
生

用
品
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
藤
氏
か
ら
は
「
高
校
卒
業
ま
で
下

岩
川
地
区
で
生
活
し
、
育
て
て
い
た
だ

い
た
地
元
の
方
が
た
が
少
し
で
も
健
康

な
生
活
を
送
る
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

田
川
町
長
は
「
企
業
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
大
変
厳

し
い
中
、
地
元
の
方
が
た
を
思
い
、
寄

贈
い
た
だ
い
た
温
か
い
お
気
持
ち
に
大

変
感
激
し
て
い
ま
す
」
と
し
、
寄
贈
い

た
だ
い
た
も
の
は
、
母
校
の
下
岩
川
小

学
校
を
は
じ
め
、
町
内
の
幼
・
保
育
園
、

小
・
中
学
校
な

ど
に
配
布
し
、

町
民
の
感
染
対

策
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

９
月
20
日
、
舘
岡
テ
ツ
ヨ
さ
ん
が

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

テ
ツ
ヨ
さ
ん
は
、
大
正
10
年
９
月
20

日
、
旧
森
岳
村
に
生
ま
れ
、
昭
和
17
年

に
故
米
治
さ
ん
と
結
婚
。
１
男
２
女
を

育
て
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
か
ら
介
護
施
設
に
入
所

し
、
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
積

極
的
に
参
加
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
食
事
の
好
き
嫌
い
も
な
く
、
足

腰
も
丈
夫
な
た
め
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を

押
し
な
が
ら
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
前
向
き
な
性
格
で
、
穏
や
か
に
生

活
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
で
は
、
１
０
０
歳
を
記
念
し
て

お
祝
い
会
が
開
か
れ
、
笑
顔
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

▲寄贈されたものを手にする下岩川小児童 ▲近藤氏

▲笑顔のテツヨさん

ワクチン接種について
　町が実施している、新型コロナウイルスワクチ
ンの集団接種は11月13日で終了となります。
　今後、１回目または２回目の接種を希望される
方は、医療機関で接種することができます。予約
を受け付けている医療機関は、町ホームページで
ご確認いただくか保健センターまでお問い合わせ
ください。

注意点
　　新型コロナウイルスワクチン接種日
の前後２週間は、他の予防接種を受け
ることができません。

新型コロナウイルスワクチン

ワクチン接種済証について
　ワクチン接種をされた方には、接種券の台紙に
ついている「新型コロナウイルスワクチン接種済
証（臨時）」に、接種日や接種会場の記載とワク
チンメーカーのシールが貼られています。この接
種済証が接種した証明とな
りますので、大切に保管いた
だくようお願いいたします。
　また、接種済証を紛失して
しまった場合でも再発行す
ることができますので、保健
センターへお問い合わせく
ださい。

集団接種の終了をお知らせします！

保健センター　☎74－8077　受付時間：９時～17時（土日・祝日を除く）
◆新型コロナウイルスワクチン接種に関する問い合わせ先◆

広報 みたね
mitane town
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生涯学 習通信
月号

教育委員会　☎87－2115（代表）
11

　

10
月
14
日
、
八
竜
公
民
館
な
ど
を
会
場
に
第
56
回
北
涯
俳

句
大
会
（
愛
好
者
の
部
）
吟
行
会
お
よ
び
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
吟
行
会
前
の
投

句
と
吟
行
会
当
日
の
投
句
の

２
部
門
で
行
わ
れ
、
事
前
投

句
に
は
66
句
、
当
日
投
句
に

は
19
人
が
参
加
し
、
親
睦
を

図
り
な
が
ら
俳
句
に
親
し
み

ま
し
た
。

　

吟
行
会
で
は
、
参
加
者
が

八
竜
運
動
公
園
周
辺
の
情
景

を
詠
ん
だ
吟
行
句
と
「
紫
蘇

の
実
」
の
席
題
句
の
２
句
を

投
句
し
、
互
選
で
採
点
し
て

表
彰
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
２
句
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　10月３日、秋田市の県立総合プールにおいて第13回秋田
県マスターズ水泳競技大会が開催され、近藤敬一さん（川代）
が男子２種目、児玉樹理さん（浜鯉川）が女子２種目で優勝
しました。

　９月18・l9日、群馬県高崎市の高崎アリー
ナにおいて第63回小学生・中学生全国空手
道選手権大会が開催され、日本空手協会能代
支部に所属している腰丸修

しゅうと

斗さんが全国の舞
台で活躍しました。
　おめでとうございます。

◆個人戦男子　小学６年形
　第６位　腰丸　修

しゅうと
斗（湖北小）

吟
行
会
　「
吟
行
句
」・
席
題
「
紫
蘇
の
実
」

　「
動
か
ね
ば
葛
か
ら
み
つ
く
龍
の
胴
」

古
川
よ
し
み
（
能
代
市
）

事
前
投
句
　「
秋
季
雑
詠
」・「
火
恋
し
」

　「
火
の
恋
し
始
発
待
つ
間
の
無
人
駅
」

村
田
　
令
子
（
鵜　

川
）

第
56
回 

北
涯
俳
句
大
会開

催

愛
好
者
の
部

大 会 結 果
男　子　  45～49歳
　　 25ｍ自由形　　優　勝　近藤　敬一
　　 50ｍ自由形　　優　勝　近藤　敬一

女　子　  40～44歳
　　 25ｍ自由形　　第２位　児玉　樹理
　　 50ｍ自由形　　優　勝　児玉　樹理
　　100ｍ自由形　　優　勝　児玉　樹理

女　子　  50～54歳
　　 25ｍ自由形　　第２位　児玉多鶴子（内鯉川）

第13回

秋田県マスターズ水泳大会
第63回 小学生・中学生
全国空手道選手権大会

令和３年11月 22



　９月30日、能代市山本郡生涯学習奨励員地区連絡協
議会主催の令和３年度 “奨励員” による大人と子どもの
生涯学習サポートＤＡＹ事業が行われました。三種町に
は、現在13人の生涯学習奨励員がおり、住民の生涯学
習活動を奨励援助し、地域主導による生涯学習の推進を
図ることを目的に活動しています。
　今年度の舞台は三種町で「小学生と奨励員による地域
とのふれあい」をテーマに琴丘小学校６年生19人と琴
丘クアの古道コースでクアオルトウオーキングを開催し
ました。起伏のある道や展望台からの素晴らしい景色が
楽しめるコースを歩き、大人も子どもも汗を流しながら
楽しみました。

生涯学習サポートDAY
事業開催！

Ｗリーグ三種大会
　12月25・26日、琴丘総合体育館において第23
回Ｗリーグ三種大会が開催されます。東京オリン
ピック銀メダリストや３×３女子日本代表らが多
数出場する女子バスケットボール国内最高峰の試
合が、三種町を舞台に繰り広げられます。なお、
チケット販売は11月下旬から開始する予定です。

「きさかた芭蕉ウオーク」
で文人の足跡を散策

―琴丘地域スポーツクラブ連盟―
　10月14日、にかほ市象潟で松尾芭蕉の足跡を
たどる「秋の移動ウオーキング」が行われ、23
人が観光案内人の説明を聞きながらウオーキン
グを楽しみまし
た。当日は好天
にも恵まれ、参
加者は日本海と
鳥海山を眺めな
がら、九十九島
や蚶満寺を経由
するルートを約
２時間かけて歩
きました。

◆問い合わせ先　三種町バスケットボール協会
　　　　　　　　☎87－2113

第１戦　 12月25日（土）
　　　　13時　トスアップ
　　　　アランマーレ秋田－トヨタ自動車

第２戦　 12月26日（日）
　　　　13時　トスアップ
　　　　アランマーレ秋田－トヨタ自動車

青少年育成三種町民会議
からのお知らせ

　青少年育成三種町民会議では上記啓発期間に合わせて
「あったか声かけ運動」を11月19日に実施します。町民
のみなさんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

ほっとできる「居場所」がどこにもない―
そんな子供・若者が増えています。
未来を担う子供・若者たちのために、何ができるか
考え、行動に移してみませんか？
「どこにも居場所がない」とする子供・若者の割合

11月は「子供・若者育成
支援推進強調月間」です

2016年度 3.8%
2019年度 5.4%

体験会

貸出＆体験会開催について

パラリンピック正式競技

◆貸出＆体験会  申込先  スポーツ係  ☎87－2113

日　時　11月15日　10時～11時
　　　　11月16日　10時～11時
場　所　琴丘総合体育館　サブアリーナ

　教育委員会では、主に高齢者や障がい者の運動機会提
供を目的に、誰でも気軽に取り組める「ボッチャ」２セッ
トを町内の団体や施設等に貸し出しています。
　また、「体験会」を次のとおり開催しますので、ご興
味（ルールを覚えたい等）のある方は、ぜひご参加くだ
さい。（参加無料）

ボ チッ ャ

広報 みたね
mitane town
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小・中学校の学校再編について
～「第３回 三種町立小・中学校再編準備委員会」～

　

８
月
に
行
わ
れ
た
第
２
回
準
備
委
員
会

で
は
、
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
候
補
地
で

あ
る
①
山
本
中
学
校
、
②
琴
丘
中
学
校
・

こ
と
お
か
中
央
公
園
、
③
八
竜
中
学
校
、

④
二
ツ
森
周
辺
の
４
つ
の
候
補
地
に
つ
い

て
、「
良
い
と
思
う
と
こ
ろ
」、「
課
題
と
思

う
と
こ
ろ
」、「
疑
問
点
」
を
挙
げ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
４
つ
の
候
補
地

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
や
課
題

が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
第
３
回
三
種
町
立
小
・
中
学
校

再
編
準
備
委
員
会
で
は
、
各
候
補
地
の
課

題
を
ど
う
解
決
で
き
る
か
、
町
教
育
委
員

会
か
ら
現
状
や
考
え
ら
れ
る
対
応
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

【
課
題
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
】

❶
通
学
路
　
❷
防
犯
　
❸
防
災

❹
通
学
距
離
と
時
間
　
❺
施
設

❻
熊
　
❼
そ
の
他

山
本
中
学
校

❶
通
学
路
に
つ
い
て

・�

校
舎
入
口
の
信
号
機
の
あ
る
変
則
十
字

路
の
安
全
確
保
は
、関
係
機
関
と
協
議
・

要
望
が
必
要

・�

信
号
機
か
ら
校
門
ま
で
は
歩
道
あ
り
、

道
幅
は
県
道
と
同
じ
６
ｍ

❷
防
犯
に
つ
い
て

・
敷
地
内
の
公
道
利
用
者
は
１
人
の
み

❸
防
災
に
つ
い
て

・�

土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
れ
ば
必
要
に
応

じ
て
改
修
が
必
要

・�

河
川
氾
濫
は
、
平
成
25
年
以
降
な
く
、

河
川
改
修
工
事
が
進
行
中

・�

現
山
本
中
学
校
建
設
の
際
の
敷
地
地
盤

調
査
で
は
、
建
設
に
適
し
て
い
る
と
診

断
さ
れ
、
過
去
２
回
の
大
地
震
（
日
本

海
中
部
、
東
日
本
）
で
も
被
害
な
し

❹
通
学
距
離
と
時
間
に
つ
い
て

・�

山
本
地
域
は
現
状
通
り
で
、
琴
丘
地
域

の
長
信
田
、
泉
沢
、
八
竜
地
域
の
川
尻

を
除
く
地
域
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
応
と

な
り
、
所
要
時
間
は
琴
丘
地
域
が
最
大

31
分
、
八
竜
地
域
が
最
大
29
分

琴
丘
中
学
校
・
こ
と
お
か
中
央
公
園

❶
通
学
路
に
つ
い
て

・�

中
央
公
園
前
の
十
字
路
付
近
の
信
号
機

設
置
に
つ
い
て
は
、関
係
機
関
と
協
議
・

要
望
が
必
要

❸
防
災
に
つ
い
て

・�

沼
は
特
に
問
題
は
な
く
、
中
学
校
は
災

害
時
の
避
難
場
所
で
あ
る

❹
通
学
距
離
と
時
間
に
つ
い
て

・�

鹿
渡
は
現
状
通
り
で
、
上
岩
川
、
鯉
川
、

山
本
・
八
竜
地
域
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対

応
と
な
り
所
要
時
間
は
山
本
地
域
が
最

大
57
分
、
八
竜
地
域
が
最
大
33
分

❺
施
設
に
つ
い
て

・�
校
舎
か
ら
各
運
動
施
設
ま
で
の
徒
歩
で

の
移
動
距
離
は
、
総
合
体
育
館
７
５
５

ｍ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
０
４
ｍ
、
多
目

的
広
場
３
８
２
ｍ

八
竜
中
学
校

❶
通
学
路
に
つ
い
て

・�

中
学
校
の
入
口
が
狭
い
た
め
、
改
修
が

必
要
で
、
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
協
議
・
要
望
が
必
要

❸
防
災
に
つ
い
て

・�

河
川
氾
濫
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

過
去
に
浸
水
被
害
は
な
し

❹
通
学
距
離
と
時
間
に
つ
い
て

・�

八
竜
地
域
は
飯
塚
、
追
泊
が
ス
ク
ー
ル

バ
ス
対
応
。他
地
区
は
現
状
通
り
と
し
、

琴
丘
・
山
本
地
域
（
和
田
を
除
く
）
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
応
と
な
り
、
所
要
時

間
は
琴
丘
地
域
が
最
大
44
分
、
山
本
地

域
が
最
大
61
分

❺
施
設
に
つ
い
て

・�

八
竜
野
球
場
ま
で
の
徒
歩
で
の
移
動
距

離
が
６
０
０
ｍ
の
た
め
、
移
動
ル
ー
ト

の
確
立
が
必
要
で
、
横
断
用
の
歩
行
者

専
用
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
協
議
・
要
望
が
必
要

二
ツ
森
周
辺

❶
通
学
路
に
つ
い
て

・�

国
道
の
交
通
量
が
多
い
た
め
、
徒
歩
・

自
転
車
通
学
の
安
全
指
導
強
化
が
必
要

・�

安
全
対
策
と
し
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

歩
道
、街
灯
等
の
整
備
が
必
要
と
な
り
、

関
係
機
関
と
協
議
・
要
望
が
必
要

・�

送
迎
時
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
危

険
箇
所
の
洗
い
出
し
や
冬
道
で
の
危
険

箇
所
の
提
示
が
必
要

❷
防
犯
に
つ
い
て

・�

防
犯
の
た
め
、
フ
ェ
ン
ス
等
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
る

❸
防
災
に
つ
い
て

・�

建
設
に
適
し
た
場
所
か
ど
う
か
に
つ
い

て
地
盤
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

❹
通
学
距
離
と
時
間
に
つ
い
て

・�

６
㎞
以
上（
全
町
共
通
）
が
ス
ク
ー
ル

バ
ス
対
応
と
な
り
、
徒
歩
や
自
転
車
、

保
護
者
送
迎
の
地
区
が
多
く
な
る
。
バ

ス
の
所
要
時
間
は
琴
丘
地
域
が
最
大
21

分
、
山
本
地
域
が
最
大
54
分
、
八
竜
地

域
が
最
大
23
分

❺
施
設
に
つ
い
て

・�
土
地
購
入
費
や
建
設
費
に
は
、
有
利
な

起
債
を
活
用
し
て
対
応
可
能

・�

農
地
か
ら
建
設
地
に
転
用
す
る
場
合
に

は
手
続
が
必
要
で
、
地
権
者
の
意
向
は

不
明

・�

建
設
候
補
地
は
、
農
業
振
興
地
域
の
農

用
地
区
域
内
農
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

農
振
除
外
お
よ
び
農
地
転
用
許
可
の
見

通
し
は
不
明
確
・
用
地
買
収
に
つ
い
て

は
見
通
せ
な
い
状
況

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
地
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
以
上
の
よ

う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
説
明
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ
協
議
や

全
体
会
で
の
質
疑
を
行
っ
た
の
ち
、
出
席

委
員
に
対
し
て
意
向
調
査
（
第
一
、
第
二

候
補
地
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
今
後
、
準

備
委
員
会
で
は
、
11
月
３
日
に
現
地
視
察

会
を
行
い
最
終
的
な
確
認
を
し
、そ
の
後
、

11
月
12
日
に
第
４
回
準
備
委
員
会
を
開
催

し
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

10月７日：琴丘地域拠点センター

学
校
再
編
情
報
コ
ー
ナ
ー令

和
３
年
第
５
号

　
―
発
行
者
―

　
　
　
三
種
町
教
育
活
動
推
進
員

長　
浜　
　
　
中

中学校の新校舎建設候補地に係る意向調査結果

建 設
候補地 山 本 中

琴 丘 中
ことおか
中央公園

八 竜 中 二 ッ 森
周 辺

第一
候補

16
64％

４
16％

３
12％

２
８％

第二
候補

４
17％

13
54％

３
12％

４
17％

※委員数29人中欠席１人　有効票　第一候補地25人
　　　　　　　　　　　　　　　　 第二候補地24人

令和３年11月 24



た
。
草
む
ら
に
隠

れ
て
い
た
の
で
見

逃
す
と
こ
ろ
だ
っ

た
け
ど
見
付
け
る

こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

終
了
後
に
は
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
「
お
助
け
隊
」
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
べ
っ
こ
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
琴
丘
小
６
年
生
が
琴
丘

ク
ア
オ
ル
ト
古
道
コ
ー
ス
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。
三
種
町
生

涯
学
習
奨
励
員
協
議
会
（
工
藤
友
子

会
長
）
が
当
番
の
大
人
と
子
ど
も
の

生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
Ｄ
Ａ
Ｙ
事
業
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
行
事

に
続
き
２
班
に
分
か
れ
て
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
開
始
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
さ

ん
（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ザ
イ
ン
秋
田
）

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
各
ポ
イ
ン
ト

ご
と
に
大
声
で
笑
っ
た
り
湧
き
水
に

触
っ
た
り
し
な
が
ら
自
然
に
触
れ
て

い
き
ま
し
た
。
頂
上
の
見
晴
台
で
は

清
々
し
い
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

閉
会
行
事
で
木
村
研
志
さ
ん
は
「
楽

し
く
自
然
を
学
び
心
の
運
動
に
も
な
っ

た
。
」
國
柄
李
衣
さ
ん
は

「
少
し
疲
れ
た
け
ど
、
高
い

所
か
ら
見
た
町
の
景
色
が
と

て
も
き
れ

い
だ
っ
た

の
で
、
ま

た
来
て
み

た
い
。
」

と
感
想
を

話
し
ま
し

た
。実

り
の
秋
を
迎
え
、
金
岡
小
学
校

で
は
13
名
の
ふ
る
さ
と
先
生
と
一
緒

に
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。

「
今
日
は
い
も
掘
り
を
が
ん
ば
る
ぞ
。
」

１
年
生
全
員
に
よ
る
元
気
な
か
け
声

で
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
堅
く
て

手
で
掘
れ
な
い

時
は
ふ
る
さ
と

先
生
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が

ら
収
穫
し
て
い

き
ま
し
た
。
特

大
サ
イ
ズ
や
３
、

４
個
連
な
っ
た

い
も
を
収
穫
す

る
と
大
喜
び
の

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。
笹
村
芽
希
さ

ん
（
１
年
）
は
「
ふ
る
さ
と
先
生
に

手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
大
き
い
の
が
た

く
さ
ん
掘
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
大

学
い
も
や
豚
汁
に
入
れ
て
食
べ
る
の

が
楽
し
み
。
」
と
話
し
ま
し
た
。
作

業
を
終
え
児
童
を
代
表
し
て
藤
原
梨

瑚
さ
ん
（
６
年
）
は
「
ふ
る
さ
と
先

生
に
協
力
し

て
も
ら
い
た

く
さ
ん
収
穫

す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今

日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
」

と
お
礼
の
言

葉
を
話
し
ま

し
た
。

下
岩
川
小
の
閉
校
記
念
式
典
で
の

子
ど
も
た
ち
の
発
表
に
心
が
動
か
さ

れ
ま
し
た
。
力
強
い
踊
り
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
声
、
き
れ
い
な
歌
声
…

体
育
館
を
出
る
時
に
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
元
気
に
挨

拶
さ
れ
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

令和３年１０月２０日 三種町学校支援通信 令和３年度 第７号

令３ 第７号

－発行者－

三種町教育委員会

教育活動推進員

渡邊 清彦

み
た
ね
の
学
校

今
年
度
末
で
閉
校
に
な

る
下
岩
川
小
学
校
で
17
日

閉
校
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続

き
宮
腰
校
長
は
学
校
の
歴

史
と
子
ど
も
た
ち
の
活
躍

を
紹
介
し
な
が
ら
「
新
し

い
環
境
で
自
分
の
可
能
性

を
広
げ
、
た
く
ま
し
く
自

分
の
道
を
切
り
開
く
若
杉

に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
」
と

激
励
し
ま
し
た
。
児
童
代

表
の
田
浦
秋
穂
さ
ん
（
６

年
）
は
「
杉
の
子
の
心
や

大
切
な
思
い
出
は
私
た
ち

の
中
で
生
き
続
け
る
。
下

小
で
の
思
い
出
を
力
に
変

え
て
新
し
い
生
活
へ
踏
み

出
し
て
い
き
た
い
。
」
と

誓
い
ま
し
た
。
式
典
後
に

は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
石
井
漠
氏
が
振
付
し

た
「
か
か
し
」
の
踊
り
や

地
域
の
魅
力
の
紹
介
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
あ
り
が
と

う
下
小
」
の
合
唱
等
を
披

露
し
ま
し
た
。
最
後
に
は

前
庭
で
閉
校
記
念
碑
の
除

幕
式
も
行
わ
れ
当
日
の
記

念
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
八
竜
中
学

校
２
年
生
が
地
域
の
事

業
所
等
を
訪
問
し
職
場

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

メ
ル
シ
ー
（
パ
ン
屋
）

で
は
お
店
の
方
か
ら
、

「
町
内
の
果
物
を
生
か

し
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
町
に
貢
献
し
た
い
。
」

と
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

北
林
和
心
さ
ん
は
「
パ

ン
屋
の
仕
事
や
町
の
良

さ
が
わ
か
っ
た
。
聞
い

た
内
容
を
心
に
留
め
い

ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。
」

と
の
感
想
を
話
し
ま
し

た
。
は
ま
ぐ
り
食
堂
で

は
店
の
歴
史
や
由
来
等

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
「
食
事
を
提
供
で
き

る
場
と
し
て
期
待
し
て

も
ら
う
こ
と
が
町
へ
の

貢
献
に
つ
な
が
る
。
」

と
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

牧
野
悠
莉
華
さ
ん
は

「
町
に
貢
献
で
き
る
こ

と
を
考
え
中
学
生
に
も

で
き
る
こ
と
に
取
り
組

み
た
い
。
」
と
の
感
想

を
話
し
ま
し
た
。

下
岩
川
小
学
校

八
竜
中
学
校

こ
の
度
、
下
岩
川
小
学
校
で

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

出
発
式
終
了
後
、
全
校
児
童
は

５
班
に
分
か
れ
て
地
域
に
出
か

け
ま
し
た
。
デ
レ
キ
と
ゴ
ミ
袋

を
持
ち
空
き
缶
や
ガ
ラ
ス
片
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
等
を
拾
っ
て

い
き
ま
し
た
。
保
護
者
や
地
域

の
方
々
も
た
く
さ
ん
応
援
に
駆

け
つ
け
い
っ
し
ょ
に
作
業
し
て

い
ま
し
た
。
長
面
地
区
担
当
の

近
藤
駿
矢
さ
ん
（
６
年
）
は

「
最
初
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
け

ど
少
し
奥
に
行
く
と
た
く
さ
ん

ゴ
ミ
が
あ
り
拾
っ
て
気
持
ち
よ

か
っ
た
。
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
で

地
域
に
恩
返
し
が
で
き
た
の
で

よ
か
っ
た
。
」
不
動
田
地
区
担

当
の
近
藤
青
空
さ
ん
（
６
年
）

は
「
地
域
に
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
に
班
の
み
ん
な
と
協
力
し

て
が
ん
ば
っ
た
。
ワ
ン
タ
ン
の

カ
ッ
プ
が
あ
っ
て
び
っ
く
り
し

金
岡
小
学
校

琴
丘
小
学
校

踊り「かかし」を披露

広報 みたね
mitane town
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インフォメーション八
竜
保
育
園
体
験
お
楽
し
み

会
に
遊
び
に
来
て
ね
♪

　
「
八
竜
保
育
園
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
？
」、「
一
度
見
学
し
て

み
た
い
」
と
い
っ
た
方
の
た
め

に
、
体
験
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め

る
遊
び
を
用
意
し
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

⃝

と　
き　
11
月
13
日

　

10
時
～
11
時
30
分

⃝

と
こ
ろ　
八
竜
保
育
園

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

八
竜
保
育
園

（
☎
８
８
―
８
９
８
６
）

未
就
園
児
教
室
「
秋
で
す

ね
♪
親
子
で
楽
し
く
リ
ト

ミ
ッ
ク
」
の
お
知
ら
せ

⃝

と　
き

　

11
月
19
日

　

10
時
～
11
時
30
分

⃝

と
こ
ろ

　

八
竜
幼
稚
園　

お
茶
室

⃝

講　
師

　

工
藤　

絵
里
奈　

先
生

⃝

内　
容

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
体
操

⃝

対　
象

　

未
就
園
児
の
親
子

⃝

持
ち
物

　

水
分
補
給
用
の
飲
み
物
、
着

替
え

問
い
合
わ
せ
先
…

八
竜
幼
稚
園

（
☎
８
５
―
２
２
４
１
）

八
竜
保
育
園

（
☎
８
８
―
８
９
８
６
）

三
種
町
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

　

学
校
に
行
き
づ
ら
い
、
ゆ
っ

く
り
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
た

い
、
学
校
に
い
け
な
い
子
ど
も

の
対
応
に
困
っ
て
い
る
、
誰
か

に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
な

ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

細
か
い
手
続
き
は
一
切
不
要

で
電
話
１
本
で
ス
タ
ッ
フ
が
動

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

⃝

開
催
日
程　

毎
週
月
～
水
、

金
、
土
曜
日
10
時
～
17
時

問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
長
信
田
の
森
心

療
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

（
☎
８
３
―
５
０
３
４
）

手
話
教
室
in
能
代
の
ご
案
内

　

友
だ
ち
同
士
や
親
子
な
ど
、

ペ
ア
で
の
参
加
を
大
歓
迎
し
ま

す
。

⃝

と　
き

　

12
月
11
日

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

⃝

と
こ
ろ

　

山
本
地
域
振
興
局
福
祉
環
境

部
（
能
代
保
健
所
）

⃝

対　
象　

　

お
お
む
ね
小
学
校
高
学
年
以

上
（
先
着
10
人
）

⃝

内　
容

　

あ
い
さ
つ
な
ど
の
簡
単
な
手

話
体
験

⃝

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

山
本
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

（
☎
５
５
―
８
０
２
３
）

公
共
職
業
訓
練
ア
ビ
リ

テ
ィ
コ
ー
ス
１
月
期
生
を

募
集

⃝

訓
練
科
（
定
員
）

　

電
気
設
備
技
術
科
（
15
人
）

　

ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

⃝

訓
練
期
間　
令
和
４
年
１
月

５
日
～
６
月
30
日

⃝

訓
練
時
間

　

９
時
30
分
～
15
時
40
分

⃝

会　
場

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田　

（
潟
上
市
）

⃝
募
集
期
限　
11
月
26
日

⃝
受
講
料　
無
料

⃝
応
募
資
格

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込

を
さ
れ
た
方
で
、
新
た
な
技

術
・
技
能
を
身
に
つ
け
て
再
就

職
を
希
望
さ
れ
る
方

※�

毎
週
木
曜
日
に
施
設
見
学
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
雇
用
保

険
受
給
中
の
方
は
、
就
職
活

動
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
）
訓
練
課
受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

伐
木
作
業
に
係
る
安
全
衛

生
教
育
（
補
講
）
の
追
加

実
施
の
お
知
ら
せ

　

安
全
衛
生
教
育
を
修
了
し
、

補
講
を
受
け
て
い
な
い
場
合
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
た
伐
木

等
作
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
希
望
す
る

方
は
受
講
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
三
種

町
役
場
農
林
課
林
務
係
に
あ
り

ま
す
。

⃝

対
象
者

　

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
36
条

第
８
号
の
修
了
者

⃝

開
催
日

　

①
11
月
22
日　

②
11
月
30
日

※
両
日
と
も
９
時
30
分
～
12
時

⃝

会　
場

　

森
林
学
習
交
流
館
「
プ
ラ
ザ

ク
リ
プ
ト
ン
」

⃝

申
し
込
み

　

申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
等
を
添
付
の

う
え
、
開
催
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
秋
田
県
支
部
に
必
着

⃝

受
講
料

　

６
０
５
０
円
（
支
部
会
員
は

４
９
５
０
円
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

林
材
業
労
災
防
止
協
会
秋
田
県

支
部

（
☎
０
１
８
―
８
３
７
―
７
７
６
２
）

危
険
物
安
全
週
間
の
推
進

標
語
募
集
の
お
知
ら
せ

⃝

応
募
方
法

　

Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。

　

・
１
送
信
に
つ
い
て
１
点

　

・�

Ｗ
ｅ
ｂ
以
外
で
の
応
募
や

入
力
事
項
に
不
備
の
あ
る

場
合
は
無
効

　
　

�https://w
w
w
.

zenkikyo.or.jp/

　

・�

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も

の
に
限
る

⃝

応
募
資
格　
特
に
な
し

⃝

締
め
切
り　
12
月
10
日

問
い
合
わ
せ
先
…

危
険
物
安
全
週
間
推
進
協
議
会

事
務
局

（
☎
０
３
―
５
９
６
２
―
８
９
２
１
）

危
険
物
事
故
防
止
対
策

論
文
募
集
の
お
知
ら
せ

⃝

論
文
の
テ
ー
マ

　

危
険
物
に
係
る
事
故
防
止
や

安
全
対
策
に
関
す
る
も
の

⃝

応
募
方
法

・�

論
文
は
、
日
本
語
で
書
か
れ

た
未
発
表
の
も
の
に
限
る

・�

Ａ
４（
１
６
０
０
文
字
程
度
）

１
枚
以
上
10
枚
以
内
程
度

・
論
文
の
概
要
を
添
付

⃝

応
募
資
格

　

特
に
な
し

⃝

締
め
切
り

　

令
和
４
年
１
月
31
日

⃝

そ
の
他

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

危
険
物
保
安
技
術
協
会
事
故
防

止
調
査
研
修
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
３
―
３
４
３
６
―
２
３
５
６
）

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
・
運
営
事
業
の
最
優
秀

提
案
者
が
決
定
し
ま
し
た

　

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組

合
で
は
、
新
た
な
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
の
整
備
に
向
け
、
設

計
・
建
設
お
よ
び
運
営
・
維
持

管
理
を
行
う
事
業
者
の
選
定
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
選
定
委
員
会
に

よ
る
審
査
を
踏
ま
え
、
最
優
秀

提
案
者
を
決
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
詳
細
は
、

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
）

⃝

最
優
秀
提
案
者

・
応
募
者
番
号　

赤
グ
ル
ー
プ

・�

代
表
企
業　

日
立
造
船
株
式

会
社　

東
北
支
社

問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合

環
境
衛
生
課

（
☎
８
９
―
２
４
２
６
）

防
犯
被
害
者
週
間
「
県
民

の
つ
ど
い
」
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
11
月
25
日
か
ら
12

月
１
日
ま
で
の
犯
罪
被
害
者
週

間
に
ち
な
み
、
犯
罪
や
交
通
事

故
の
被
害
者
、
そ
の
ご
家
族
が

置
か
れ
て
い
る
現
状
と
支
援
の

必
要
性
等
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
し
て
、「
県
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

⃝

と　
き　
11
月
27
日

　

10
時
～
12
時
30
分

⃝

と
こ
ろ

　

に
ぎ
わ
い
交
流
館
Ａ
Ｕ

　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝

申
し
込
み
方
法

　

参
加
は
無
料
で
、
電
話
に
よ

る
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
締

切
・
11
月
18
日
）

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
生
活
環
境
部
県
民
生
活

課
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
・
交

通
安
全
班

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
５
２
２
）

マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ
！

受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成

金
の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
原

則
屋
内
禁
煙
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

飲
食
店
等
を
営
む
中
小
企
業

事
業
主
が
、
健
康
増
進
法
で
定

め
る
既
存
特
定
飲
食
提
供
施
設

に
「
喫
煙
専
用
室
、
指
定
た
ば

こ
専
用
喫
煙
室
を
設
置
・
改
修
」

す
る
場
合
に
、１
０
０
万
円（
飲

食
店
を
営
ん
で
い
る
場
合
は
費

用
の
３
分
の
２
、
そ
れ
以
外
は

２
分
の
１
）
を
上
限
と
し
て
助

成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
労
働
局
健
康
安
全
課

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６
６
８
３
）
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町
で
は
、
町
内
の
求
人
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

成
田
建
設
　
株
式
会
社

本
店

⃝

職　
種

　

①�

１
級
・
２
級
土
木
施
工
管

理
技
士

　

②�

１
級
・
２
級
建
築
施
工
管

理
技
士

　

③
土
木
作
業
員

　

④
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　

⑤
営
業
職
（
一
般
・
住
宅
）

　

※
い
ず
れ
も
正
社
員

⃝

募
集
人
員　
各
若
干
名

⃝

賃　
金

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
掲
載
を
参
照

⃝

そ
の
他

　

職
場
見
学
、
随
時
開
催
中
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

成
田
建
設
株
式
会
社
本
店

（
☎
８
５
―
２
４
０
１
）

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

株
式
会
社
　
鹿
渡
工
業
本
店

⃝

職　
種

　

①
設
備
工
助
手
（
正
社
員
）

　

②
ジ
オ
ド
ク
タ
ー（
正
社
員
）

　

③
管
工
事
施
工
管
理
技
士

　
　
（
正
社
員
）

　

④
一
般
事
務
員
（
正
社
員
）

　

⑤
ボ
ー
リ
ン
グ
工
助
手

　
　
（
正
社
員
）

　

※
④
⑤
は
急
募
！

⃝

募
集
人
員　
各
２
人

⃝

賃　
金

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
掲
載
を
参
照

⃝

そ
の
他

　

見
習
い
も
可
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

株
式
会
社
鹿
渡
工
業
本
店

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

株
式
会
社
　
ゆ
め
ろ
ん

⃝

職　
種　
フ
ロ
ン
ト
・
レ
ス

ト
ラ
ン
調
理
補
助
（
正
社
員
も

し
く
は
パ
ー
ト
）

⃝

募
集
人
員　
若
干
名

⃝

賃　
金

　

月
14
万
５
５
０
０
円

⃝

勤
務
形
態　

週
休
２
日
制

（
シ
フ
ト
表
に
よ
る
月
９
日
休

み
）

⃝

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

株
式
会
社
ゆ
め
ろ
ん

（
☎
８
５
―
４
１
２
６
）

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

株
式
会
社
　
丹
波
住
建

⃝

職　
種

　

①�

現
場
管
理
（
一
・
二
級
建

築
士
・
正
社
員
）

　

②
木
造
大
工
（
正
社
員
）

　

③�

住
宅
営
業
（
宅
地
建
物
取

引
士
・
正
社
員
）

　

④�

住
宅
営
業
（
未
経
験
可
・

正
社
員
）

⃝

募
集
人
員

　

①
２
人　

②
５
人

　

③
④
各
１
人

⃝

賃　
金

　

①
月
給
33
万
円
～

　

②
月
給
32
万
円
～

　

③
月
給
24
万
円
～

　

④
月
給
20
万
円
～

⃝

勤
務
形
態

　

①
②
日
勤
８
時
～
17
時

　

�

③
④
９
時
～
18
時
（
定
休
火

曜
）

⃝

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

株
式
会
社
丹
波
住
建

（
☎
８
３
―
２
０
６
０
）

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

金
商
マ
ル
ゲ
ン
　
株
式
会
社

⃝

職　
種

　

清
掃
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
）

⃝

募
集
人
員　
２
人

⃝
賃　
金　
時
給
１
０
０
０
円

⃝
勤
務
形
態　

　

１
～
２
時
間
の
短
時
間
勤

務
、
休
日
は
要
相
談

⃝

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

金
商
マ
ル
ゲ
ン
株
式
会
社

（
☎
７
４
―
７
７
７
８
）

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

⃝

職　
種

　

支
援
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）

⃝

募
集
人
員　
若
干
名

⃝

賃　
金

　

月
給
17
万
３
９
７
５
円

　

※
通
勤
・
期
末
手
当
あ
り

⃝

勤
務
形
態

　

シ
フ
ト
制
の
週
休
２
日

　

①
６
時
～
15
時
（
早
番
）

　

②
８
時
30
分
～
17
時
30
分

　

③
９
時
～
18
時

　

④
15
時
～
翌
９
時
（
夜
勤
）

⃝

必
要
資
格

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
も
し

く
は
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
者
（
介
護
福
祉
士
が
あ
れ
ば

な
お
可
）

⃝

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

（
☎
８
３
―
２
２
２
１
）

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

河
上
薬
品
マ
ル
セ

株
式
会
社

⃝

職　
種

　

ル
ー
ト
営
業
（
正
社
員
）

⃝

募
集
人
員

　

１
～
３
人

⃝

賃　
金

　

月
給
23
万
円
～

⃝

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

河
上
薬
品
マ
ル
セ
株
式
会
社

（
☎
８
５
―
２
１
５
３
）

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

大
信
太
工
業
　
株
式
会
社

⃝

職　
種

　

①
型
枠
大
工
（
正
社
員
）

　

②
木
造
大
工
（
正
社
員
）

⃝
募
集
人
員　
５
人

⃝
賃　
金

　

①
月
給
23
万
１
０
０
０
円
～

　

②
月
給
32
万
円
～

⃝

勤
務
形
態

　

８
時
～
17
時

⃝

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.ooshida.

co.jp/

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

大
信
太
工
業
株
式
会
社

（
☎
８
３
―
３
８
８
８
）

社
会
福
祉
法
人

山
本
更
生
会
　
大
日
寮

⃝

職　
種　
生
活
支
援
員
（
産

休
・
育
休
代
替
職
員
）

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

賃　
金

　

月
給
16
万
５
０
０
０
円
～

⃝

勤
務
形
態　
日
勤
・
宿
直
・

夜
勤
・
早
番
・
遅
番

⃝

そ
の
他

　

雇
用
期
間
終
了
後
も
勤
務
継

続
可
。詳
し
く
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ま
た
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

社
会
福
祉
法
人
山
本
更
生
会

（
☎
８
３
―
３
４
７
８
）

（
☎
８
７
―
２
２
７
０
）

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会

⃝

職　
種

・�

山
本
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
介
護
職
員（
契
約
職
員
）

⃝

募
集
人
員　
１
人

⃝

賃　
金

　

日
額
７
５
０
０
円
～

⃝

必
要
資
格　
介
護
福
祉
士

⃝

そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
７
２
ー
４
４
０
０
）

求
人
情
報
募
集

　

町
で
は
、
町
内
事
業
者
の
求

人
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
事
業
者

は
、情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課　
情
報
統
計
係

　
（
☎
８
５
―
４
８
１
８
）

ま
ち
の

報
情
人
求

演劇に興味のある方募
心豊かな人づくりを応援 企業
金商マルゲン㈱ 0185－74－7778

ランドリー バスケットボール 健康ジム

集
広告

三種町鹿渡字焼野169番地１
電話 0185ー87ー4343　FAX 0185－88－8838
Mail・shihoukunitsuka@iaa.itkeeper.ne.jp
URL・https://shihoukunitsuka.com　

國柄進一事務所司法書士 
行政書士

●相続の手続き、遺言書　●成年後見申立書作成
●抵当権の設定、抹消　　●不動産の売買、贈与
●会社設立、役員変更、解散、清算

ご相談
お問い
合わせ

ご自宅までお伺いします。 お気軽にご相談下さい。

広告

広報 みたね
mitane town
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行事予定

11月
町の人口と世帯数

●人　口 15,465人 （−38）
　 【男】 7,165人 （−17）
　 【女】 8,300人 （−21）
●世帯数 6,784戸 （− 8）
※令和３年９月末現在、（  ）内前月比

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
１ 月
２ 火 琴丘保育園開放日「支援室で遊びましょう」（10：00～11：00）

転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜改善センター　10：00～11：30）
３ 水 文化の日
４ 木 おひさまひろば「作って遊ぼう♪タオルベア」（子育て支援センター　９：30～11：30）

５ 金
健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　９：30～11：30）
特設人権相談所（山本地域拠点センター　10：00～15：00）
鵜川保育園開放日「一緒にリズム遊びをしましょう」（10：00～11：00）

６ 土
７ 日
８ 月 健康相談・コーヒーサロン（山本地域拠点センター　9：30～11：30）

９ 火
転倒予防教室　いきいき元気塾（ＪＡ団地センター　10：00～11：30）
琴丘地域行政相談所（ひまわりセンター　10：00～12：00）
森岳保育園開放日「お友達と遊びましょう」（10：00～11：00）

10 水
11 木 おひさまひろば　家庭教育講座「メディカルクリームを作りましょう」

（八竜改善センター　10：00～11：30）
12 金
13 土 秋田なまはげの会出張相談会（保健センター　13：00～16：00）
14 日
15 月
16 火 転倒予防教室　いきいき元気塾（山本地域拠点センター　10：00～11：30）

健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）

17 水
山本地域行政相談所（山本地域拠点センター　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所（さざなみ苑　10：00～12：00）
おれんじカフェ（山本地域拠点センター　13：30～15：00）
心のふれあい相談員養成講座①（パレス琴丘　13：30～15：30）

18 木 おひさまひろば「楽しく手形アート／発育測定」（子育て支援センター　９：30～11：30）

19 金 栄養相談会（八竜改善センター　９：30～11：00）
八竜幼稚園・保育園合同開放日「親子で楽しくリトミック」（10：00～11：30）

20 土
21 日
22 月 こころの相談会（保健センター　13：00～16：00）

健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～16：00）
23 火 勤労感謝の日
24 水

25 木
おひさまひろば「クリスマスリースを作りましょう」（山本地域拠点センター　９：30～11：30）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（パレス琴丘　10：00～11：30）
健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）

26 金 浜口保育園開放日「お外で元気に遊びましょう!!」（10：00～11：00）
７か月児相談（保健センター）

27 土
28 日
29 月 乳児健診（保健センター）

30 火
金岡保育園開放日「体を動かして遊びましょう」（10：00～11：00）
心のふれあい相談員養成講座②（パレス琴丘　13：30～15：30）
時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘支所　17：15～19：00）

　早いもので企画政策課に異動してきてから、あっという間に
半年以上が過ぎました。ここで、前から興味のあった、当課メ
イン事業のクアオルトを初体験することにしました。

　担当は癒し系イケメンのＫさんで「森岳温泉石倉山コース」を案内してもらいました。
秋晴れの石倉山は、とても清々しく、悪魔の棲家（たぶん３匹ぐらいいます）といわ
れる私の心もコースを歩くたびに浄化されていきました。
　皆さんもちょっとした心のリフレッシュにいかがでしょうか。
　ただし、女性の参加者は、Ｋさんの魅惑の笑顔と心地良い低音ボイスに心を奪われ
ないようにご注意ください。
　ドキドキして心拍数が上がってしまうとクアオルトの効果が薄れてしまいますので。
　※あくまでも個人の感想です。イケメンの定義には個人差があります。�（ワタアメ）
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